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公
務
員
の
憔
界
に
み
る
そ
の
沿
革

療
養
の
た

；
休
職
制
度

は
じ
め
に
法
令
上
の
根
拠
（
現
行
規
定
）

療
養
の
た
め
の
休
暇
刷
度

戦

前

省

令

か

ら

勅

令

へ

戦

後

官

吏

俸

給

令

か

ら

給

与

法

附

則

ヘ

療
養
の
た
め
の
休
職
刷
度

戦

前

A

官
吏
非
職
条
例
か
ら
文
官
分
限
令
へ

B

公
立
学
校
職
員
休
職
ノ
件
か
ら
公
立
学
校
職
員
俸
給
令
・
同
分
限
令
へ

戦

後匡
家
い
:
り
ぃ

ニ
ー
こ
人
事
院
規
則
の
変
遷

少
人
＇
，
よ
正
と
給
与
法
の
第
二
次
改

T

傷
病
手
当
＇
了
ヵ
父
，
い
い
□

f
f
;＼
ご
□

宍ロ

A 

小

嵩

典

明

66 (1-1) [2016. 5] 



公
務
上
負
傷
し
、
＂
い
ー
＼

I

丁り
□

101

か
か
り
、
又
は
通
勤
(

生
理
日

気
休
暇
を
使
用
し
た

化

休
日
及
び
休
暇
）
は
、
ニ
一
条
で
次
の
よ
う
に
規
定
す
る

る
日

（略）

を
除
い
ご
~
州
I
D
L
I
几
1
1
1

》
]
迄
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

（
病
気
休
暇
）

第
二
十
一
条

（
以
下
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）
。

そ
の
一
例
に
は
か
な
ら
な
い
。

2
 

は

国
家
公
杓
□

＂
ー
＼
パ
ヘ
：
口
炉
9

、
口
い
ー
当
金

の
根
拠
（
現
行
規
定
）

一
条
の
二
に
規
定
す

前
例
が
あ
れ
ば
、
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
に
従
う
。
そ
の
前
例
を
根
拠
づ
け
る
法
令
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
い
う
こ
と
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
公
務
員
の
既
得
権
な
る
も
の
は
形
成
さ
れ
て
き
た
。
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
る
療
養
の
た
め
の
休
暇
・
休
職
制
度
も
、

た
と
え
ば
、
「
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下
「
勤
務
時
間
法
」
と
い
う
）

は
、
「
病
気
休
暇
」
と

見
出
し
の
付
い
た
一
八
条
で
「
病
気
休
暇
は
、
職
員
が
負
傷
又
は
疾
病
の
た
め
療
養
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や

む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
休
暇
と
す
る
」
と
定
め
、
こ
れ
を
受
け
、
人
事
院
規
則
一
五
一
四

と
す
る
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
に
お
け
る
病
気
休
暇
（
略
）

（
職
員
の
勤
務
時
間
、

病
気
休
暇
の
期
間
は
、
療
養
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
必
要
最
小
限
度
の
期
間

の
期
間
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
病
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日
に
代
わ
る
代
休
日
（
以

休
日
等
」
と
い
う
。
）

で

定
に

に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務

n□
Ol/

つ
て
は
、

る
休
日
等
」
と
い
う
c

C)休暇・ 休職制度

一
項
口

第
十
五
条

る
生
活
規
正
の
面

n

要
の
あ
る
も
の
」
を
指
す
注
）

「
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
必
要
最
小
限
度
の
期
間
」
と
は
い
っ
て
も
、
病
気
休
暇
の
期
間
は
九

0
日
ま
で
続
く
。
し
か
も
、

休
暇
中
の
給
与
は
減
額
さ
れ
な
い
。
給
与
の
減
額
に
つ
い
て
定
め
た
「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下
「
給
与
法
」

(
2
)
 

一
五
条
が
、
休
暇
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
そ
の
例
外
を
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
給
与
の
減
額
）

職
員
が
勤
務
し
な
い
と
き
は
、
勤
務
時
間
法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
超
勤
代
休
時
間
、
勤
務
時
間
法
第

十
四
条
に
規
定
す
る
祝
日
法
に
よ
る
休
日
謡
勤
務
時
間
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
代
休
日
を
指
定
さ
れ
て
、
当
該
休

日
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
全
部
を
勤
務
し
た
職
員
に
あ
っ
て
は
、
当
該
休
日
に
代
わ
る
代
休
日
。
以
下
「
祝
日
法
に
よ

と
い
う
） 2

以
下
、
略

規
則
第
二
十
四
条
第
一
項
の
事
後
措
置
を
受
け
た
場
合

｀
＇
旦
勤
務
や
時
間
外
勤
務
を
さ

しl

り
¥
冨
却
務
に
制
限
を
加
え

〔
人
事
院
〕
規
訓

＼
／
 

~/ 

f
i
¥、

1

の
決
定
又
は
同
表
に
規
定
す
る
生
活
規
正
の
面
B
へ
の
指
導
区
分
の
変
更
を
受
け
、
同

仄
健
及
び
安
全
保
持
）
第

勤
を
い
う
。
）

'

,

ぐ

/

、

に
よ
り
口
忙
l

"｛ー
I

＼
ー
，
口
吹
病
に
か
か
っ
た
場
合

り
同
規
則
別
表
第
四
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し
書
）
以
上
、

り
ア
リ
テ
ィ
に
欠
け
る
。

疾
患
を
指
し
て
い
た
注
）
に
あ
っ
て
は
、

附

則

と
定
め
て
い
る
に
等
し
い

9
9
9
9
9
¥
 

｝

し

＼

）

）
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厄
』
ー

9/-11
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9

9

9
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9
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9

9
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"ぷき、

5
 

い
こ
と
に
つ
き
特
に
菜
'
,
5
/
/

／
ー
9^

，
l

当
た
り
の
給
与
額
を
悶
い
い
ー
／
＼
／
ロ
ー
ー
／
ふ
ゲ
ー
:
/
口
）
る
。

た
し
か
に
、
給
与
法
附
則
第
六
項
は
、
次
の
よ
う
に
病
気
休
暇
の
期
間
が
九

0
日
を
超
え
た
時
点
で
「
俸
給
の
半
額
を
減
ず
る
」
旨

を
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
逆
に
病
気
休
暇
の
期
間
が
九

0
日
を
超
え
な
い
場
合
に
は
、
俸
給
の
全
額
を
支
給
す
る

言
反
対
解
釈
）
。

た
、
そ
も
そ
も
病
気
休
叩

J

九
十
日
を
超
え
る
こ
と

そ
の
勤
務
し
な
い

当
分
の
間
、
第
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
員
か
負
傷

す
る
職
員
は
、

（
公
務
上
の
負
傷
及
び
通
勤
に
よ
る
負
傷
を
除
く
。
）

く
は
疾
病
（
公
務
上
の
疾
病
及
び
通
勤
に
よ
る
疾
病
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
療
養
の
た
め
、
又
は

疾
病
に
係
る
就
業
禁
止
の
措
置
（
人
事
院
規
則
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
り
、
当
該
療
養
の
た
め
の
病
気
休
暇
又
は
当

該
措
置
の
開
始
の
日
か
ら
起
算
し
て
九
十
日
（
人
事
院
規
則
で
定
め
る
場
合
（
平
成
―
―
二
年
一
―
一
月
三
一
日
ま
で
は
、
結
核
性

一
年
）
を
超
え
て
引
き
続
き
勤
務
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
期
間
経
過
後
の
当
該

病
気
休
暇
又
は
当
該
措
置
に
係
る
日
に
つ
き
、
俸
給
の
半
額
を
減
ず
る
。
た
だ
し
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
手
当
の
算
定
に
つ

い
て
は
、
当
該
職
員
の
俸
給
の
半
減
前
の
額
を
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
俸
給
の
額
と
す
る
。

一
五
ー
一
四
第
二

若
し

IIl□
[
'
C
5
1
1
,
¥

ぃ

:
lん
条
に
規
定
す
る
勤
務
一

IIlIIU
（阪大法学） 66 (1-4) 4

 



C)休暇・ 休職制度
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②

・

③

略

第
八
十
条 刑

事
事
件
に
関
し
起
訴
さ
れ
た
場
合

心
身
の
故
障
の
た
め
、
長
期
の
休
養
を
要
す
る
場
合

。に
反
し
て
、
こ
れ
を
休
職
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
本
人
の
意
に
反
す
る
休
職
の
場
合
）

休
職
へ
と
移
行
す
っ
□

（
職
員
の
身
分
保
障
）

国
家
公
務
員
法

第
七
十
九
条

の

職
員
が
、
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
又
は
人
事
院
規
則
で
定
め
る
そ
の
他
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
意

（
休
職
の
効
果
）

前
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
休
職
の
期
間
は
、
人
事
院
規
則
で
こ
れ
を
定
め
る
。
休
職
期
間
中
そ
の
事
故
の
消
滅
し

た
と
き
は
、
休
職
は
当
然
終
了
し
た
も
の
と
し
、
す
み
や
か
に
復
職
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

休
職
者
は
、
職
員
と
し
て
の
身
分
を
保
有
す
る
が
、
職
務
に
従
事
し
な
い
。
休
職
者
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
中
、
給
与
に
関

す
る
法
律
で
別
段
の
定
め
を
し
な
い
限
り
、
何
ら
の
給
与
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。

(/>

る
国
家
公
務
員
法
（
以
下

し¥

お
よ
び
人
事
院
規
則

5
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の
事
由
に
よ
り
休
職
[
」
¥
/
ハ
/
／
い
□

り
叩
り
入
や
か
に
そ
の
職
員
を
復
閂
〉
]
門

第
六
条
法
第
七
十
九
各
い
[
/
l
l
j

（
復
職
）

2

以
下
、
略

第
五
条

3
 
略

2
 
第
四
条

2
 （
休
職
の
場
合
）

第
＿
＿
一
条

（
一
項
、
略
）

ー
，
ぃ□
1
,
,
3
休
職
の
事
由
が
消
滅
し
~
ぐ
，

1
]
：

し‘

゜

i

[

¥

〕
コ
該
職
員
が
離
職
し
、

又
二
化

法
第
七
十
九
条
各
号
：
…
•
に
該
当
し
て
休
職
に
さ
れ
た
職
員
が
そ
の
休
職
の
事
由
の
消
滅
又
は
そ
の
休
職
の
期
間
の
満
了
に

よ
り
復
職
し
た
と
き
に
お
い
て
定
員
に
欠
員
が
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
を
休
職
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
以
下
、
略
）

（
休
職
中
の
職
員
等
の
保
有
す
る
官
職
）

休
職
中
の
職
員
は
、
休
職
に
さ
れ
た
時
占
め
て
い
た
官
職
又
は
休
職
中
に
異
動
し
た
官
職
を
保
有
す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
併
任
に
係
る
官
職
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

前
項
の
規
定
は
、
当
該
官
職
を
他
の
職
員
を
も
っ
て
補
充
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

（
休
職
の
期
間
）

法
第
七
十
九
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
休
職
の
期
間
は
、
休
養
を
要
す
る
程
度
に
応
じ
、
：
・
・
：
三
年
を
超
え
な
い
範
囲

内
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
場
合
に
つ
い
て
、
任
命
権
者
が
定
め
る
。
こ
の
休
職
の
期
間
が
三
年
に
満
た
な
い
場
合
に
お

い
て
は
、
休
職
に
し
た
日
か
ら
引
き
続
き
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
こ
れ
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
事
院
規
則

-
I四
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2

職
員
が
結
核
性
疾
由
ぃ

一
号
に
掲
げ
る
事
由
[
i
:〗
戸
ー

ニ
に
規
定
す
る
通
勤
た
／
ー
＞

(')休暇・ 休職制度

（
休
職
者
の
給
与
）

第
二
十
＿
＿
一
条

ー
心
身
の
故
障
の
た
め
、

2

略

か
い
り
、

111衣
ぷ
八
:
[
り
□

11
〈
法
第
七
十
九
条
第
一
号
[
1

い
[
〈

lIIll
し：
1111し
て
休
職
に
さ
れ
た
と
き
ー
[

i

且
た
と
き
は
、

そ
の
休
職
口
□

ロijl

に
よ
り
負
傷
し
、

若
し
ノ
＼

□

:
立
叫

。
こ
の
国
公
法
七
九
夕
戸

い
知
い
い
i
)
の
全
額
を
支
給
す
る
。

/
/
／
り
\□
家
公
務
員
法
第
七
十
九
~
人
:
/

国
公
法
制
定
当
初
は
、
後
に
み
る
よ
う
に
「
当
然
退
職
者
と
す
る
」
旨
が
明
文
の
規
定
を
も
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
も
そ

(
4
)
 

の
解
釈
は
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
解
釈
は
、
国
公
法
附
則
一
六
条
に
よ
り
、

:
5
)
 

用
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
可
能
に
な
っ
た
。

他
方
、
休
職
期
間
中
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
公
務
災
害
（
通
勤
災
害
を
含
む
）
に
よ
る
傷
病
と
私
傷
病
の
間
で
、
そ
の
取
扱
い
に
一

定
の
違
い
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
次
の
よ
う
に
定
め
る
、
給
与
法
二
三
条
の
規
定
が
そ
れ
で
あ
る
。

職
員
が
公
務
上
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
通
勤
面
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
（
略
）
第
一
条
の

一
般
職
の
職
員
に
は
労
働
基
準
法
が
適

う
）
の
場
合
、
当
該
傷
病
が
い
わ
ゆ
る
公
務
災
害
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
、
私
傷
病
で
あ
れ
、
休
職
の
期
間
に
区
別
は
な
い
。
三
年
を
経

過
し
て
も
な
お
復
職
で
き
な
い
場
合
に
は
、
同
法
七
八
条
―
一
号
に
定
め
る
「
心
身
の
故
障
の
た
め
、
職
務
の
遂
行
に
支
障
が
あ
り
、
又

は
こ
れ
に
堪
え
な
い
場
合
」
、
あ
る
い
は
三
号
に
い
う
「
そ
の
他
そ
の
官
職
に
必
要
な
適
格
性
を
欠
く
場
合
」
に
該
当
す
る
も
の
と
し

て
、
分
限
免
職
の
対
象
と
な
る
。

（
以
下
「
傷
病
休
職
」
と
｀
ぃ

66 (1-7) 7
 

[2016. 5] 



に
当
初
か
ら
狙
い
を
定
i

しぶ

ー
祠
与
に
関
す
る
法
律
で

現
実
は
右
に
み
た
よ
う
[
口
:
`
ー
Ill

几こ

8
 
略

7
 

I
ー
ー
ニ
八
く
も
な
い
。

こ
よ
り
、

ー

と

い
ず
れ
は
、

,＂11□

八
王
1
)

ヽ
）
ぺ
こ
れ
に
俸
給
、

当
、
住
居
手
当
及
び
臼
人

rIII
口
こ
い
？
口
い
LJ
分
の
八
十
を
支
給
す
る
f

扶
養
了
〕
I
冷

で
き
る
環
境
を
用
意
；
／

肌
‘
丁
〕
I
¥

＼
以
異
動
手
当
、

究
員
調
整
手
当
、
住
居
手
当
及
び
期
末
手
当
の
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
八
十
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

研
究
員
調
峠
パ
[

因
人
、
）
国
家
公
務
員
法
第
七
十
ー
バ
文
バ
，
山
ロ
ロ
ー
ロ
ロ
ニ
ロ
口
よ
由
に
該
当
し
て
休
職
に
い

た
と
き
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
が
満
一
年
に
達
す
る
ま
で
は
、
こ
れ
に
俸
給
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
広
域
異
動
手
当
、
研

国
家
公
務
員
法
第
七
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
休
職
に
さ
れ
た
職
員
に
は
、
他
の
法
律
に
別
段
の
定
が
な
い
限
り
、
前
五
項
に

第
二
項
、
第
三
項
又
は
第
五
項
に
規
定
す
る
職
員
が
、
当
該
各
項
に
規
定
す
る
期
間
内
で
第
十
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す

る
基
準
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
国
家
公
務
員
法
第
三
十
八
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
七
十
六
条
の
規
定

に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
人
事
院
規
則
で
定
め
る
日
に
、
当
該
各
項
の
例
に
よ
る
額
の

期
末
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

国
公
法
八

0
条
四
項
の
規
定
か
ら
は
、
休
職
期
間
中
は
原
則
と
し
て
給
与
が
支
給
さ
れ
な
い
か
の
よ
う
な
印
象
を
い
だ
い
て
し
ま
う

定
め
る
給
与
を
除
く
外
、
他
の
い
か
な
る
給
与
も
支
給
し
な
い
。

6
 

各Ill 

4
.
5
 

3

職
員
が
前
二
項
以
け
□

心，旦
□

戸□

い

そ
の
休
職
の
期
間
が
誓
ロ

、A

＂
＂
で
＼

ゃ
淡
＂
ゃ
~

；
刀
＼
＼
”
＂
＂
／

（阪大法学） 66 (1-8) 8
 



C)休暇・ 休職制度

第
二
十
二
条

第
一
条

イ

ー

1

に
定
め
が
置
か
れ
た
が
、
以
下
に
み
る
よ
う
に
、

【
省
令
時
代
】

高
等
官
官
等
俸
袷
令

高
等
官
ヲ
分

戦

前

省

令

か

ら

勅

令

へ

□

`
丁
]
が
あ
る
。

病
気
休
暇
に

、
以
来
、
六
五
年

給
与
法
が
右
の

ハ
人
蔵
大
臣
其
省
令
ヲ
以
テ
之

且
一
七
日
勅
令
第
六
号
）

療
養
の
た
め
の
休
暇
制
度

い
る
。

病
気
休
暇
に
い

ー
入
な
い
。
既
得
権
と
し
て

の
倍
に
当
た
る

の
骨
格
を
定
め
る

よ
、
今
日
、
そ

を
も
は
や
超
越
し
た
存
在
。
こ
れ
ら
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

(
6
)
 

病
気
休
暇
の
制
度
は
、
早
く
も
明
治
時
代
に
そ
の
確
立
を
み
る
。
そ
こ
で
は
、
高
等
官
（
勅
任
官
お
よ
び
奏
任
官
）
に
つ
い
て
関
連

規
定
が
設
け
ら
れ
、
判
任
官
が
そ
の
「
例
二
拠
ル
」
と
の
ス
タ
イ
ル
が
一
貰
し
て
採
ら
れ
た
。
当
初
は
、
勅
令
で
は
な
く
、
大
蔵
省
令

や
が
て
勅
令
そ
の
も
の
が
こ
れ
を
定
め
る
こ
と
に
な
る
。 /

か
か
ら
な
か
っ
た
。

66 (1-9) 
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第
六
条
右
二
掲
ル
者
J

叶
ハ
1
T
l
/
1
1
1
1

バ
ー
冒
口
打
支
給
法
ノ
例
二
拠
ル

1
|
4

判
任
官
俸
給
支
袷
細
則

第
八
条
本
令
中
俸
給
細
則
ハ
大
蔵
大
臣
其
省
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
ヘ
シ

イ

3
第
七
条

第
＿
＿
一
条

九
年
四
月
五
日
大
蔵
省
令
第
一

テ
発
令
ノ
翌
日
ヨ

廃
官
退
官
及
ビ
死
亡
ノ
時
ハ
当
月
分
ノ
俸
給
ヲ
支
給
シ
日
割
ヲ
以
テ
計
算
セ
ス

非
職
廃
官
退
官
ノ
者
事
務
引
継
残
務
取
調
ノ
為
メ
特
二
命
ヲ
承
ケ
公
務
二
従
事
ス
ル
ト
キ
ハ
其
間
尚
ホ
従
前
ノ
俸
ヲ
給

頼
済
休
暇
旅
行
ノ
者
及
ピ
私
事
ノ
故
障
（
自
己
ノ
病
気
ヲ
除
ク
）

病
気
（
転
地
療
養
ト
モ
）

二
由
リ
上
庁
セ
サ
ル
モ
ノ
九
十
日
以
後
ハ
日
割
ヲ
以
テ
俸
給
ノ
半
額
ヲ
減
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
但

公
務
ノ
為
メ
傷
痕
ヲ
受
ケ
又
ハ
疾
病
二
罹
リ
タ
ル
モ
ノ
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス

優
恩
二
由
リ
賜
暇
休
養
及
ビ
暑
中
休
暇
ハ
第
五
条
及
ピ
第
六
条
ノ
限
ニ
ア
ラ
ス

判
任
官
官
等
俸
給
令
（
明
治
一
九
年
四
月
＿
―

1
0
日
勅
令
第
＿
―
-
六
号
）

九
年
二
月
四
日
大
蔵
省
令
第
二

第
六
条
テ
俸
給
ノ
半
額
ヲ
減
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
五
条

二
由
リ
上
庁
セ
サ
ル
モ
ノ
三
十
日
以
後
ハ
日
割
ヲ
以

与
ス

第
四
条

（阪大法学） 66 (1-10) 

第
二
条
俸
給
ノ
支
給
ハ

第
一
条

高
等
官
ノ
年
位
／

口
二
月
八
月
十
一
月
ノ
四
期

イ

ー

2

局
等
官
俸
給
支
袷
細
則

11試
ヲ
以
テ
計
算
ス
ル
モ
ノ

ノ
ト
ス

10 



C)休暇・ 休職制度

依
ル

第
六
条
前
条
ノ
外
俸
竺
I
ぐ八口

亡

ー

1
|
2

②
 
第
二
十
条

本
令
ハ
明
治
二
十
四
年
八
月
十
六
日
ヨ
リ
施
行
ス

附

則

第
十
七
条

第
十
六
条

第
十
五
条

第
十
四
条

□

5

令
時
代
】

口

1

1

第
十
二
条

第
十
三
条

¥

3

口
ぷ
目
任
命
及
俸
給
令
第
十

二
七
日
勅
令
第
八
三
号
）

高
等
官
任
命
及
俸
給
令
（
明
治
二
四
年
七
月
二
七
日
勅
令
第
八
二
号
）

91111
ぷ
第
十
六
条
第
十
七
条
ノ
り

高
等
文
官
ノ
年
俸
ハ
之
ヲ
四
分
シ
ニ
月
五
月
八
月
十
一
月
ノ
四
期
二
於
テ
之
ヲ
給
ス

非
職
廃
官
退
官
及
死
亡
ノ
ト
キ
ハ
年
俸
ヲ
月
割
計
算
ト
シ
テ
当
月
分
ノ
全
額
ヲ
給
ス

非
職
廃
官
退
官
者
事
務
引
継
残
務
調
理
ノ
為
特
二
命
ヲ
承
ケ
公
務
二
従
事
ス
ル
ト
キ
ハ
其
間
尚
従
前
ノ
年
俸
ヲ
給
ス

病
気
ノ
為
執
務
セ
サ
ル
コ
ト
九
十
日
ヲ
鍮
ユ
ル
モ
ノ
ハ
俸
給
ノ
半
額
ヲ
減
ス
但
公
務
ノ
為
傷
瞑
ヲ
受
ケ
又
ハ
疾
病
二

罹
リ
タ
ル
モ
ノ
及
優
恩
二
由
リ
賜
暇
休
養
ス
ル
モ
ノ
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス

前
条
ノ
外
私
事
ノ
故
障
二
由
リ
執
務
セ
サ
ル
コ
ト
三
十
日
ヲ
鍮
ユ
ル
モ
ノ
ハ
俸
給
ノ
半
額
ヲ
減
ス

明
治
十
九
年
勅
令
第
六
号
高
等
官
官
等
俸
給
令
ハ
本
令
施
行
ノ
日
ヨ
リ
廃
止
ス

判
任
官
俸
袷
令

俸
給
ハ
新
任
増
俸
減
俸
ト
モ
総
テ
発
令
ノ
翌
日
ヨ
リ
計
算
ス

66 (1-11) 11 [2016. 5] 



②

略 表
ハ
本
令
施
行
ノ
日

第
二
十
条

(
8
)
 

本
令
ハ
明
治
二
十
五
年
十
一
月
二
十
日
ヨ
リ
施
行
ス
但
第
十
四
条
ハ
明
治
二
十
六
年
一
月
一
日
ヨ
リ
施
行
ス

第
二
十
一
条

明
治
二
十
四
年
勅
令
第
八
十
二
号
高
等
官
任
命
及
俸
給
令
並
二
同
年
勅
令
第
二
百
十
五
号
文
武
高
等
官
官
職
等
級

附

則

此
限
ニ
ア
ラ
ス

第
十
八
条

明
治
十
九
年
勅
令
竺

口

2

1

高
等
官
官
等
俸
給
令
（
明
治
二
五
年
一

非
職
廃
官
退
官
退
職
及
死
亡
ノ
ト
キ
ハ
年
俸
ヲ
月
割
計
算
ト
シ
当
月
分
ノ
全
額
ヲ
給
ス

非
職
廃
官
退
官
者
事
務
引
継
残
務
調
理
ノ
為
特
二
命
ヲ
承
ケ
公
務
二
従
事
ス
ル
ト
キ
ハ
其
間
尚
従
前
ノ
年
俸
ヲ
給
ス

病
気
ノ
為
執
務
セ
サ
ル
コ
ト
九
十
日
ヲ
鍮
ユ
ル
者
及
私
事
ノ
故
障
二
由
リ
執
務
セ
サ
ル
コ
ト
三
十
日
ヲ
鍮
ユ
ル
者
ハ

俸
給
ノ
半
額
ヲ
減
ス
但
公
務
ノ
為
傷
瞑
ヲ
受
ケ
若
ハ
疾
病
二
罹
リ
又
ハ
服
忌
ヲ
受
ク
ル
者
及
特
旨
二
由
リ
賜
暇
休
養
ス
ル
者
ハ

第
十
七
条

第
十
六
条

第
十
五
条
俸
給
ハ
新
任
増
俸
減
俸
ト
モ
総
テ
発
令
ノ
翌
日
ヨ
リ
計
算
ス

第
十
四
条
年
俸
ハ
十
二
分
シ
テ
毎
月
之
ヲ
支
給
ス

②
 
第
八
条
本
令
ハ
明
治

附

則

一
月
一
四
日
勅
令
第
九
六
号
）

ハ
本
令
施
行
ノ

n

11
ニ
リ
施
行
ス

（阪大法学） 66 (1-12) 12 



C)休暇・ 休職制度

本
令
ハ
明
治
四
十
三
年
四
月
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

附
則
（
抄
）

者
ハ
此
ノ
限
二
在
ラ
ス

第
＿
―
-
十
六
条

②
 
略

俸
給
ハ
新
任
増
俸
減
俸
ト
モ
総
テ
発
令
ノ
翌
日
ヨ
リ
計
算
ス

年
俸
ハ
十
二
分
シ
テ
毎
月
之
ヲ
支
給
ス

口

3
第
六
条
前
条
ノ
外
俸
竺
f

乙
臼

亡

ー

2
|
2

ヽ

？
＼
 

只
i?/

判
任
官
俸
袷
令
の
改
正

第
＿
―
-
十
二
条

第
＿
―
-
十
＿
＿
一
条

第
＿
―
-
十
四
条

第
＿
―
-
十
五
条

ノ
年
俸
ヲ
給
ス

ハロ
□

J

官
官
等
俸
給
令
第
十
五
？
ダ
丁
ー
八
冬
｀
ー
し
↑
ダ
ャ
十
八
条
ノ
例
二
依
ル

高
等
官
官
等
俸
給
令
（
明
治
四
三
年
三
月
二
八
日
勅
令
第
一
三
四
号
）

廃
官
退
官
退
職
及
死
亡
ノ
ト
キ
ハ
年
俸
ヲ
月
割
計
算
ト
シ
当
月
分
ノ
全
額
ヲ
給
ス

休
職
廃
官
退
官
ノ
者
事
務
引
継
残
務
調
理
ノ
為
特
二
命
ヲ
受
ケ
事
務
二
従
事
ス
ル
場
合
二
於
テ
ハ
其
ノ
間
伯
従
前

病
気
ノ
為
執
務
セ
サ
ル
コ
ト
九
十
日
ヲ
超
ユ
ル
者
及
私
事
ノ
故
障
二
依
リ
執
務
セ
サ
ル
コ
ト
三
十
日
ヲ
超
ユ
ル
者

ハ
俸
給
ノ
半
額
ヲ
減
ス
但
シ
公
務
ノ
為
傷
瞑
ヲ
受
ケ
若
ハ
疾
病
二
罹
リ
又
ハ
服
忌
ヲ
受
ク
ル
者
及
特
旨
二
由
リ
賜
暇
休
養
ス
ル

二
年

一
月
一
四

66 (1-13) 13 [2016. 5] 



翌
二
六
年
一
月

此
ノ
限
二
在
ラ
ス

み
た
、
給
与
法
の
第
一

第
七
条

戦

口
口
に
よ
ら
な
い
も
の
と
す
る
ー

「
俸
給
の
支
給
方
法
い
ロ
ー

般
職
の
職
員
の
給
与
に

(/>

昭
和
ニ
―
年
四
月
一
日
、
前
述
し
た
高
等
官
官
等
俸
給
令
お
よ
び
判
任
官
俸
給
令
は
廃
止
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
勅
令
に
代
え
て
、
官
吏

ご`

俸
給
令
が
勅
令
第
一
九
―
一
号
と
し
て
公
布
を
み
る
（
即
日
施
行
）
。
そ
し
て
、
そ
の
七
条
は
、
戦
前
の
病
気
休
暇
に
関
す
る
俸
給
半
減

規
定
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
形
で
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
こ
と
に
な
る
。

病
気
ノ
為
執
務
セ
ザ
ル
コ
ト
九
十
日
ヲ
超
ユ
ル
者
及
私
事
ノ
故
障
二
因
リ
執
務
セ
ザ
ル
コ
ト
三
十
日
ヲ
超
ユ
ル
者
ハ
俸

給
ノ
半
額
ヲ
減
ス
但
シ
公
務
ノ
為
傷
瞑
ヲ
受
ケ
若
ハ
疾
病
二
罹
リ
又
ハ
服
忌
ヲ
受
ク
ル
者
及
特
旨
二
依
リ
賜
暇
休
養
ス
ル
者
ハ

そ
の
翌
年
、
昭
和
―
―
二
年
一

0
月
ニ
―
日
に
公
布
さ
れ
た
「
国
家
公
務
員
法
の
規
定
が
適
用
せ
ら
れ
る
ま
で
の
官
吏
の
任
免
等
に
関

す
る
法
律
」
（
法
律
第
―
ニ
―
号
、
翌
二
三
年
一
月
一
日
施
行
）

は
、
そ
の
第
一
項
本
文
で
「
官
吏
の
任
免
、
叙
級
、
休
職
、
復
職
、

懲
戒
そ
の
他
身
分
上
の
事
項
、
俸
給
、
手
当
そ
の
他
給
与
に
関
す
る
事
項
及
び
服
務
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
官
職
に
つ
い

て
国
家
公
務
員
法
の
規
定
が
適
用
せ
ら
れ
る
ま
で
の
間
、
従
前
の
例
に
よ
る
」
と
規
定
。
さ
ら
に
、
昭
和
一
一
五
年
一
―
一
月
二
七
日
に
公

の
反
対
解
釈
と
し
て
、

3

,

[

[
□

し
什
記
令

（
昭
和
二
十
一
年
勅
へ
il

心

し
Iia

冗
改
正
す
る
法
律
」
（
法
律
｀

（阪大法学） 66 (1-14) 14 



C)休暇・ 休職制度

口
原
型
を
維
持
し
て
い
る

ー
い
核
性
疾
患
の
場
合
に
お
[IJ

「
当
分
の
間
」
に
お
1
ロ

半
減
前
の
額
を
そ
の
算
定
の
基
磯
と
な
る
俸
給
の
額
と
す
る
。

に
あ
っ
て
は
、

16 歳
月
を
必
要
と
し
た
。

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
」
と
改
め
ら
れ
た
、
昭
和
六

0
年
一
―
一
月
―
―
一
日
公
布
の
第
三
三
次
改
正
法
（
法
律
第
九
七
号
）
が
、

そ
れ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
給
与
法
の
附
則
第
一
六
項
（
公
布
日
に
施
行
）
に
は
、
現
行
の
附
則
第
六
項
と
内
容
を
は
ぽ
同
じ
く
す
る
、
次
の
よ
う
な

当
分
の
間
、
第
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
員
か
負
傷
又
は
疾
病

附

則

規
定
が
新
た
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ー
か
し
、
給
与
法
そ
の
も
の

つ
い
て
は
、

(10) 

り
ー
」
よ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
に
す
ぎ
な
い
、
(12) 

す
る
特
例
が
な
く
な

こ
の
附

I3,[

（
公
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
を
除
く
。

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
療
養
の
た
め
、
又
は
疾
病
に
係
る
就
業
禁
止
の
措
置
（
人
事
院
規
則
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

に
よ
り
、
当
該
療
養
の
た
め
の
病
気
休
暇
又
は
当
該
措
置
の
開
始
の
日
か
ら
起
算
し
て
九
十
日
（
人
事
院
規
則
で
定
め
る
場
合

一
年
）
を
超
え
て
引
き
続
き
勤
務
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
期
間
経
過
後
の
当
該
病
気
休
暇
又
は
当
該
措
置
に
係

る
日
に
つ
き
、
俸
給
の
半
額
を
減
ず
る
。
た
だ
し
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
手
当
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
の
俸
給
の

で
病
気
休
暇
に
関
す
る
仰
バ
ロ
ー
誡
口
/

(/>

以
下
こ
の

い
っ
た
ん
は
「

9

ハ
る
ま
で
に
は
、
な
お
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認
可
ヲ
経
テ
之
ヲ
命
ス

故
二
因
リ
本
属
長
官
ハ
日
へ
伯
い

第
一
条

官
吏
（
判
任
竺
以

／
~
喜
に
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
間
汀
□

イ

ー

転
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る

る
現
在
で
い
う
「
休
職
」
は
、

戦

前

で
き
れ
ば
避
け
た
い
。

以
外
に
、

変
更
点
は
な
い

こ
う
な
っ
た
と
も
)

／＼ 

f ＼ 

一
依
リ
奏
任
官
ハ
太
政
大
口
／
’

／
事
務
張
弛
其
他
疾
病
等
／
ド

か
つ
て
「
非
職
」
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
先
に
み
た
高
等
官
官
等
俸
給
令
の
歩
み
か
ら
も
わ
か

面
明
治
一
一
五
年
の
俸
給
令
一
七
条
と
、
明
治
四
三
年
の
俸
給
令
三
五
条
を
比
較
参
照
）
が
、
休
職
期
間
の
長
さ
や
休
職
期
間
中
に
お

け
る
俸
給
支
給
の
有
無
．
程
度
等
、
休
職
制
度
の
中
身
は
、
休
暇
制
度
と
は
異
な
り
必
ず
し
も
一
定
せ
ず
、
以
下
に
み
る
よ
う
に
、
変

（
以
下
、
本
則
に
つ
い
て
は
、
制
定
当
時
ま
た
は
改
正
後
の
規
定
を
記
す
）
。

官
吏
非
職
条
例
の
制
定
（
明
治
一
七
年
一
月
四
日
太
政
官
達
第
＿
＿
一
号
）

モ
之
二
準
ス
）

A

官
吏
非
職
条
例
か
ら
文
官
分
限
令
へ

療
養
の
た
め
の
休
職
制
度

い
。
し
か
し
、

本
則
に
手
1
1
1悔

批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
）

（阪大法学） 66 (1-16) 16 



C)休暇・ 休職制度

第
八
条
非
職
中
第
七
生

ス
②
本
属
長
官
ハ

ル
コ
ト
ヲ
得

第
七
条

イ

3

官
吏
非
職
条
例
の
改
正
（
明
治
一
七
年
九
月
二
五
日
太
政
官
達
第
七
七
号
）

第
六
条
廃
庁
廃
官
ノ
際
御
用
滞
在
ヲ
命
ス
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
本
条
例
二
準
拠
ス

ヲ
命
ス

第
一
条

イ

2
第
＿
＿
一
条

官
吏
非
職
条
例
の
改
正
（
明
治
一
七
年
四
月
二
五
日
太
政
官
達
第
三
九
号
）

②

略

官
吏
（
判
任
官
以
上
並
二
出
仕
御
用
係
モ
之
二
準
ス
）
奉
職
中
各
官
庁
ノ
事
務
張
弛
其
他
疾
病
等
ノ
事
故
二
因
リ
本
属

長
官
ハ
其
僚
属
ノ
官
吏
二
非
職
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
勅
任
官
ノ
非
職
ハ
上
裁
二
依
リ
奏
任
官
ハ
太
政
大
臣
ノ
認
可
ヲ
経
テ
之

非
職
員
ハ
特
二
本
属
長
官
ノ
許
可
ヲ
得
テ
地
方
病
院
学
校
及
農
工
商
陸
海
運
輸
等
会
社
ノ
業
務
二
従
事
シ
其
役
員
卜
為

第
五
条
非
職
中
ノ
俸
給
ハ
現
俸
三
分
ノ
一
ヲ
支
給
ス

第
四
条
非
職
ハ
三
年
ヲ
一
期
ト
ス
期
満
レ
ハ
其
官
ヲ
免
ス

本
属
長
官
ハ

校
＂
に
乃
／
鳳

J
i
/
1
1
ロ
い
料
ヲ
受
ル
ノ
時
間
ハ
第
言
↑
，

第
二
条
非
職
員
ハ
其
士

Ii

IJ□
□

11
ニ
テ
モ
非
職
員
ヲ
シ

ル
し
ノ
ハ
上
裁
二
依
リ
奏
任
雪

＾
~
ん
し
~
ー
~
ー

＼＂ 

§
 

／
 

0
ー

11平

）し

11
ロ
鳳
務
二
従
事
セ
ス
其
他
総
―
／
□

いい山」

しf
八
い
じ
人

”
t
 

必

} } 

ノ
認
可
ヲ
経
テ
之

ン
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

□

11
ロ
ナ
ル
「
1

ト
ナ
シ
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不
具
、
廃
疾
二

□

IJ/

第
＿
＿
一
条

第
二
条
官
吏
ハ
刑
法
J

/jiJ付
ノ
衰
弱
二
因
リ
職
務

I、

ハ
其
ノ
官
ヲ
免
ス
ル
コ
＼

ハ
本
令
二
依
ル
ニ
非
サ

jj  

適
用
ス

第
一
条

ロ

ー
第
五
条

イ

6
第
七
条 略

（
改
正
な
し
）

ニ
四
日
勅
令
第
一
〇

官
吏
非
職
条
例
の
改
正
（
明
治
二
＿
＿
一
年
七
月
二
五
日
勅
令
第
一
＿
―
-
九
号
）

几

ル
ル
コ
ト
ナ
シ

非
職
員
ハ
特
二
本
属
長
官
ノ
許
可
ヲ
得
テ
地
方
病
院
学
校
及
農
工
商
陸
海
運
輸
等
会
社
ノ
業
務
二
従
事
シ
其
役
員
卜
為

リ
又
ハ
商
業
ヲ
営
ム
コ
ト
ヲ
得
但
此
場
合
二
於
テ
ハ
第
五
条
ノ
俸
給
ヲ
支
給
セ
ス

官
吏
非
職
条
例
の
改
正
（
明
治
二
四
年
＿
―
-
月
二
二
日
勅
令
第
二
＿
＿
一
号
）

削
除
（
但
シ
明
治
二
十
四
年
四
月
一
日
現
在
ノ
非
職
員
ニ
ハ
其
非
職
年
限
内
伯
ホ
現
俸
四
分
ノ
一
ヲ
支
給
ス
）

文
官
分
限
令
の
制
定
（
明
治
＿
二
二
年
三
月
二
八
日
勅
令
第
六
二
号
）

本
令
ハ
親
任
式
ヲ
以
テ
叙
任
ス
ル
官
、
公
使
、
秘
書
官
及
法
令
二
別
段
ノ
規
定
ア
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
ノ
外
一
般
ノ
文
官
二

官
吏
左
ノ
各
汀

イ

5
②
 ヲ
得

第
七
条
非
職
員
ハ
特

イ

ー

4

官
吏
非
職
条
例
の
改
正

（
一
項
の
改
正
）

喜
テ
市
町
村
及
学
校
病
院
へ

[n日
へ
位
/
八

一
従
事
シ
其
役
員
卜
為
ル
ー

js
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C)休暇・ 休職制度

四
官
庁
事
務
ノ
都
へ
11

官
制
又
ハ
定
員
J

"、

J
;

/

 

ヽ

ニ
シ
タ
ル
ト
キ

jj  

タ
ル
ト
キ

第
十
一
条
官
吏
左
ノ
各
号
ノ
ー
ニ
該
当
ス
ル
ト
キ
ハ
休
職
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
十
条

第
九
条

第
八
条

戒
委
員
会
ノ
審
査
二
付
ス

第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
及
第
四
号
二
依
リ
休
職
ヲ
命
セ
ラ
レ
満
期
二
至
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
当
然
退
官
者
ト
ス

官
吏
ハ
其
ノ
意
二
反
シ
テ
同
等
官
以
下
二
転
官
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ナ
シ

文
官
高
等
懲
戒
委
員
会
二
顧
問
医
一
一
人
ヲ
置
ク

文
官
普
通
懲
戒
委
員
会
二
臨
時
顧
問
医
ヲ
置
ク

懲
戒
委
員
会
ハ
本
令
二
依
ル
審
査
ヲ
為
ス
前
予
メ
顧
問
医
ノ
意
見
ヲ
徴
ス
ヘ
シ

第
三
条
第
二
項
二
依
ル
懲
戒
委
員
会
ノ
審
壺
二
関
シ
テ
ハ
文
官
懲
戒
令
第
十
二
条
第
十
三
条
第
二
十
四
条
第
二
十
五
条

第
二
十
九
条
乃
至
第
三
十
四
条
ノ
規
定
ヲ
準
用
ス

懲
戒
令
ノ
規
定
二
依
リ
懲
戒
委
員
会
ノ
審
査
二
付
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ

刑
事
事
件
ニ

②
審
査
上
必
要
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
臨
時
顧
問
医
ヲ
加
フ
ル
コ
ト
ヲ
得

第
七
条

第
六
条

第
五
条

第
四
条
官
吏
ハ
廃
官
若
ハ
廃
庁
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
当
然
退
官
者
ト
ス

②
前
項
第
一
号

官
制
又
ハ
定
員
J

傷
瞑
ヲ
受
ケ
若
ハ

I、

ハ
高
等
官
二
在
テ
ハ

シ
タ
ル
ト
キ

堪
ヘ
サ
ル
ニ
因
リ
又
ハ

nー

且
任
官
二
在
テ
ハ

ヲ
頻
出
タ
ル
ト
キ
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第
十
七
条

在
ラ
ス

満
期
二
至
ラ
サ
ル
者
ハ

jj  

於
テ
規
定
ス
ル
非
職
卜
胃
叫

□

瓜
第
四
号
ノ
休
職
者
二
関

第
十
六
条

②
 
官
吏
非
職
条
例
、
明
治
二
十
三
年
勅
令
第
二
百
八
十
六
号
（
「
技
術
官
ノ
休
職
二
関
ス
ル
件
」
を
指
す
注
、
後
掲
）
其

ノ
他
従
前
ノ
命
令
ニ
シ
テ
本
令
ノ
規
定
二
抵
触
ス
ル
モ
ノ
ハ
本
令
施
行
ノ
日
ヨ
リ
廃
止
ス

本
令
施
行
前
官
吏
非
職
条
例
又
ハ
明
治
二
十
三
年
勅
令
第
二
百
八
十
六
号
二
依
リ
非
職
又
ハ
休
職
ヲ
命
セ
ラ
レ
未
夕

本
令
中
休
讐
卜

第
十
五
条
本
令
ハ
明
治
三
十
二
年
四
月
十
日
ヨ
リ
施
行
ス

附

則

本
属
長
官
之
ヲ
命
ス
其
ノ
復
職
ヲ
命
ス
ル
ト
キ
亦
同
シ

②
 リ
之
ヲ
行
フ

第
十
四
条

②
 
第
十
二
条

第
十
三
条

前
条
第
一
項
第
三
号
及
第
四
号
二
依
リ
休
職
ヲ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ニ
ハ
本
属
長
官
ハ
事
務
ノ
都
合
二
依
リ
何
時
ニ
テ
モ
復
職

第
十
一
条
二
依
リ
休
職
ヲ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ニ
ハ
其
ノ
休
職
中
俸
給
ノ
三
分
ノ
一
ヲ
給
ス

免
官
ハ
勅
任
官
二
在
テ
ハ
内
閣
総
理
大
臣
、
奏
任
官
二
在
テ
ハ
内
閣
総
理
大
臣
ヲ
経
テ
本
属
長
官
奏
請
シ
裁
可
二
依

休
職
ハ
勅
任
官
二
在
テ
ハ
内
閣
総
理
大
臣
奏
請
シ
裁
可
二
依
リ
之
ヲ
行
ピ
奏
任
官
二
在
テ
ハ
内
閣
総
理
大
臣
ノ
認
可
ヲ
経
テ

ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

休
職
者
ハ
廿
口
：
ぃi
I
l
f
,
I

↑
:
／

□
虞
二
従
事
セ
ス
其
ノ
他
総
―
／□
い
，1
山
：
ト
1
1
1
い
~
ル

Y
1ト
ナ
シ

及
第
四
号
ノ
場
合
二
在

②
前
項
休
職
ノ
期
間
ハ
ダ
`

場
合
二
在
テ
ハ
其
ノ
事
件

口
，
；
本
令
第
十
三
条
ハ
此
ノ

二
繋
属
中
ト
シ
第
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C)休暇・ 休職制度

ー
ぐ
八
い
か
ら
支
給
な
し
、
三
分
の

転
す
る
。
そ
ん
な
変
遷
が

f-
k 

゜

年
が
高
等
官
は
満
二
年
、

つ
い
て
は
、
四
分

仇
職
（
非
職
）

期
間
が
満
了
／
1

第
二
条

第
一
条
技
術
官
ノ
休
職
ハ
一
年
ヲ
一
期
ト
ス
期
満
レ
ハ
其
官
ヲ
免
ス

【
参
考
】

本
令
ハ
発
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

②
 

附

則

一
＼
三

前
項
休
職
ノ
期
間
ハ
第
一
号
及
第
二
号
ノ
場
合
二
在
テ
ハ
其
ノ
事
件
ノ
懲
戒
委
員
会
又
ハ
裁
判
所
二
繋
属
中
ト
シ
第
三
号
及

第
四
号
ノ
場
合
二
在
テ
ハ
高
等
官
二
付
テ
ハ
満
二
年
、
判
任
官
二
付
テ
ハ
満
一
年
ト
ス

従
前
ノ
規
定
二
依
リ
休
職
ヲ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ノ
休
職
期
間
ハ
防
其
ノ
規
定
二
依
ル
但
シ
本
令
施
行
ノ
日
ヨ
リ
起
算
シ
本
令
規

定
ノ
年
限
以
上
ノ
残
期
間
ア
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
其
ノ
日
ヨ
リ
起
算
シ
テ
本
令
ノ
規
定
ヲ
適
用
ス

技
術
官
ノ
休
職
二
関
ス
ル
件
（
明
治
二
＿
＿
一
年
―
二
月
二
七
日
勅
令
第
二
八
六
号
）

第
三
条

技
術
官
ノ
休
職
二
関
シ
特
別
ノ
規
定
ナ
キ
モ
ノ
ハ
総
テ
官
吏
非
職
ノ
例
二
依
ル

本
令
ハ
明
治
二
十
四
年
二
月
一
日
ヨ
リ
施
行
ス
現
二
休
職
中
ノ
者
ノ
休
職
期
限
モ
亦
同
日
ヨ
リ
起
算
ス

こ
、
短
縮
を
み
る
。
他
方
、

四
官
庁
事
務
ノ
都
合
二
依
リ
必
要
ナ
ル
ト
キ

略

第
十
一
条
官
吏
左
ノ
欠
11
ロ
J

□

|

2

 
文
官
分
限
令
の
古
正

石
3

官
）
と
な
る
こ
と
で

ル
~
キ
ハ
休
職
ヲ
命
ス
ル
コ
~

月
五
日
勅
令
第
一
五
六
号
〕

I

J

 

I
¢
 

9
,

ー

し＼

い
、
休
職
期
間
に
つ
い
て

は
、
改
正
な
し
）
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第
四
条
本
令
ハ
市
町
村
，
／
小

□
仄
幻
ハ
〗11
f州
凶
[
J
I
J

セ
ス

③
 
②
 

イ

ー B
 

附

則

公
立
学
校
職
員
休
職
ノ
件
か
ら
公
立
学
校
職
員
俸
給
令
・
同
分
限
令
へ

官
吏
（
文
官
）
に
つ
い
て
は
、
以
上
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
が
、

(15) 

い
わ
ゆ
る
待
遇
官
吏
に
つ
い
て
も
、
官
吏
に
準
じ
た
休
職
制
度
の

整
備
が
図
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
代
表
例
と
も
い
う
べ
き
公
立
学
校
職
員
の
ケ
ー
ス
を
み
て
み
よ
う
。

公
立
学
校
職
員
休
職
ノ
件
の
制
定
（
明
治
二
七
年
八
月
九
日
勅
令
第
一
四
一
号
）

学
校
編
制
ノ
変
更
事
務
ノ
伸
縮
等
二
依
リ
其
ノ
人
ヲ
要
セ
サ
ル
場
合
其
ノ
他
傷
痕
疾
病
等
ノ
事
故
ア
ル
場
合
二
於
テ
ハ

予
備
後
備
ノ
軍
籍
二
在
ル
公
立
学
校
職
員
戦
時
若
ク
ハ
事
変
二
際
シ
召
集
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
当
然
休
職
ヲ
命
セ
ラ
レ
タ
ル

第
一
項
二
依
ル
休
職
ノ
期
限
ハ
一
箇
年
ト
シ
第
二
項
二
依
ル
休
職
ノ
期
限
ハ
其
ノ
事
故
止
ミ
タ
ル
後
尚
三
箇
月
ト
ス

第
＿
＿
一
条

第
一
条

休
職
者
ハ
職
誓
り
メ
＂
丁
い
ぺ
及
什
丁
〗
／
減
セ
ラ
レ
又
ハ
全
ク
受lJ
J
‘
什
↓
／
パ
:
]
:
：
い
轟
卜
異
ル
コ
ト
ナ
シ

第
二
条
休
職
ノ
期
限
満
ツ
ル
ト
キ
ハ
当
然
退
職
者
ト
ス

モ
ノ
ト
ス

地
方
長
官
ハ
公
立
学
校
職
員
二
休
職
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

lAリ
必
要
ナ
ル
ト
キ
」

ー
ら
お
、
文
官
分
限
令
に
お
し

り〉

口
丁
以
が
休
職
事
由
と
し
て
明
，
パ
＂
こ

lL

(14) 

こ
に
な
る
。
｝

ー
＼
：
を
よ
う
。

は
い
え
、
「
官
庁
事
務
ノ
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本
令
ハ
公
布
ノ
日
ヨ

C)休暇・ 休職制度

③
 
②
 

③
 
②
 

イ

2
附

則

第
一
条

イ

3

（
一
項
、
略
）

略
（
改
正
な
し
）

二
召
集
セ
ラ
し

公
立
学
校
職
員
休
職
ノ
件
の
改
正
（
明
治
＿
―
-
七
年
―
二
月
六
日
勅
令
第
二
三
四
号
）

公
立
学
校
職
員
ニ
シ
テ
戦
時
又
ハ
事
変
二
際
シ
陸
海
軍
二
召
集
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
当
然
休
職
者
ト
ス

公
立
学
校
職
員
休
職
ノ
件
の
改
正
（
明
治
四
一
年
四
月
一
八
日
勅
令
第
九
五
号
）

第
一
条

学
校
編
制
ノ
変
更
事
務
ノ
伸
縮
等
二
依
リ
其
ノ
人
ヲ
要
セ
サ
ル
場
合
教
員
養
成
ヲ
目
的
ト
ス
ル
官
立
府
県
立
学
校
二

入
学
ス
ル
場
合
其
ノ
他
傷
瞑
疾
病
等
ノ
事
故
ア
ル
場
合
二
於
テ
ハ
地
方
長
官
ハ
公
立
学
校
職
員
二
休
職
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

略
（
改
正
な
し
）

第
一
項
中
教
員
養
成
ヲ
目
的
ト
ス
ル
官
立
府
県
立
学
校
二
入
学
ス
ル
場
合
ノ
休
職
及
前
項
二
依
ル
休
職
ノ
期
間
ハ
其
ノ
事
故

止
ミ
タ
ル
後
尚
三
月
ト
シ
其
ノ
他
ノ
場
合
ノ
休
職
ノ
期
間
ハ
一
年
ト
ス

ル
モ
ノ
ト
ス

第

五

条

明

治

ル

日
ヨ
リ
休
職
ヲ
命
セ
ラ
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ラ
ス

第
十
一
条

名
称
又
ハ

I) 

ハ
種
類
ノ
異
ナ
リ
タ

一
ノ
待
遇
ヲ
受
ク
ル

ノ
俸
給
額
ヨ
リ
寡
少
ナ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
不
足
額
ヲ
給
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
十
条

第
九
条

第
八
条

第
七
条

第
六
条

第
五
条

第
四
条

第
三
条

奏
任
文
官
卜
同
一
ノ
待
遇
ヲ
受
ク
ル
専
門
学
校
及
実
業
専
門
学
校
ノ
職
員
ノ
年
俸
ハ
第
一
号
表
二
依
ル

奏
任
文
官
卜
同
一
ノ
待
遇
ヲ
受
ク
ル
師
範
学
校
、
中
学
校
、
高
等
女
学
校
及
実
業
学
校
実
業
専
門
学
校
ヲ
除
ク
ノ
職

判
任
文
官
卜
同
一
ノ
待
遇
ヲ
受
ク
ル
職
員
ノ
月
俸
ハ
第
三
号
表
二
依
ル

官
吏
ニ
シ
テ
在
官
ノ
儘
職
員
二
任
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ノ
俸
給
ハ
等
級
相
当
ノ
額
ヲ
減
給
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
十
二
条

一
級
俸
ヲ
受
ケ
在
職
五
年
以
上
二
至
リ
特
二
功
労
ア
ル
職
員
ニ
ハ
本
俸
三
分
ノ
一
以
下
ノ
加
俸
ヲ
給
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

教
員
ニ
シ
テ
舎
監
、
主
事
ヲ
兼
ヌ
ル
者
ニ
ハ
相
当
ノ
加
俸
ヲ
給
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

教
員
ノ
俸
給
ハ
其
ノ
教
授
時
数
二
応
シ
等
級
相
当
ノ
額
ヲ
減
給
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

二
校
以
上
ノ
職
員
ヲ
兼
ヌ
ル
者
ニ
ハ
其
ノ
俸
給
ヲ
分
割
シ
テ
関
係
学
校
ノ
経
費
中
ヨ
リ
之
ヲ
支
給
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

陸
軍
給
与
令
又
ハ
海
軍
軍
人
俸
給
令
二
依
リ
俸
給
ヲ
受
ク
ル
職
員
ニ
ハ
其
ノ
間
俸
給
ヲ
給
セ
ス
但
シ
其
ノ
俸
給
額
職
員

俸
給
ハ
毎
級
在
職
一
年
以
上
二
至
ラ
サ
レ
ハ
増
給
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
但
シ
奏
任
文
官
卜
同
一
ノ
待
遇
ヲ
受
ク
ル
職
員

ニ
シ
テ
年
俸
五
百
円
只

員
ノ
年
俸
ハ
第
二
号
表
二
依
ル

第
二
条
奏
任
文
官
又
ハ
判
任
七
口

Ii
ト
□

第
一
条
本
令
二
於
テ
讐
□

11:；い

□

1
山
＂
ゾ
こ
ク
ル
者
ヲ
謂
フ

□

|
1
公
立
学
校
職
員
倍
給
令
の
間
定

専
門
学
校
、
師
範
学
校
、

＿
六
年
＿
＿
一
月
二
八

ス
ル
場
合
二
於
テ
支
給

ー
止
円
以
下
ノ
者
ハ
此
ノ
限

111
了
旦
¥

□

口
／
久
，
J

に
及
実
業
学
校
ノ
職
員

（阪大法学） 66 (1-24) 24 



第
十
九
条
本
令
ハ
明
5ill

11
ニ
リ
之
ヲ
施
行
ス

附

則

第
十
八
条
俸
給
支
給
―

-IV

ヲ
定
ム

C)休暇・ 休職制度

「
例
二
依
ル
」
こ
と
を
規
定
注
）

ヲ
受
ケ
特
別
ノ
処
分
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

ハ
判
任
文
官
卜
同
一
ノ
待
遇
ヲ
受
ク
ル
職
員
二
関
シ
之
ヲ
準
用
ス

第
十
七
条

第
十
六
条

第
十
五
条

第
十
三
条

ゾ
適
用
セ
ス

退
職
後
一
年
以
内
二
再
任
セ
ラ
ル
ル
場
合
二
於
テ
ハ
其
ノ
俸
給
ハ
前
職
ノ
俸
給
以
下
ト
ス

ノ
俸
給
以
下
ト
ス
但

前
項
ノ
場
合
二
於
テ
其
ノ
前
職
等
級
在
職
一
年
ヲ
鍮
エ
タ
ル
者
ハ
前
職
ノ
等
級
ニ
―
級
ヲ
進
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

前
二
項
ノ
規
定
ハ
年
俸
六
百
円
以
下
又
ハ
月
俸
四
十
円
以
下
ノ
俸
給
ヲ
支
給
ス
ル
場
合
ニ
ハ
之
ヲ
適
用
セ
ス

退
職
後
一
年
以
内
二
名
称
又
ハ
待
遇
ノ
異
ナ
リ
タ
ル
職
員
若
ハ
種
類
ノ
異
ナ
リ
タ
ル
学
校
ノ
職
員
二
任
セ
ラ
ル
ル
場
合
二
於

休
職
者
ニ
ハ
俸
給
ヲ
支
給
セ
ス
但
シ
特
別
ノ
事
情
ア
ル
ト
キ
ハ
俸
給
ノ
三
分
ノ
一
以
下
ヲ
支
給
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

高
等
官
官
等
俸
給
令
第
十
三
条
乃
至
第
十
八
条
（
第
十
八
条
こ
病
気
休
暇
に
関
す
る
俸
給
半
減
の
規
定
注
）

奏
任
文
官
卜
同
一
ノ
待
遇
ヲ
受
ク
ル
職
員
二
関
シ
判
任
官
俸
給
令
第
五
条
及
第
六
条
（
高
等
官
官
等
俸
給
令
第
十
八
条
等
の

第
十
四
条
前
三
条
ノ
俸
給
額
ニ
ハ
加
俸
ヲ
算
入
セ
ス

テ
ハ
前
条
ノ
規
定
ヲ
準
用
ス

④
 
③
 
②
 
②
前
項
ノ
規
定
ハ

Jj
竹
四
十
円
以
下
ノ
俸
給

職
等
級
在
職
一
年
ヲ
腎

／
一
級
ヲ
進
ム
ル
コ
ト
ヲ
胄

俸
給
ハ
前
職
ノ
俸
給
誓

几

~
ト
ス
若
シ
祖
当
額
ナ
キ
J
s

ぃ
ハ
ー

Iヽ

66 (1-25) 

特
別
ノ
事
情
二
依
リ
第
十
一
条
乃
至
第
十
三
条
ノ
規
定
二
依
リ
難
キ
場
合
二
於
テ
ハ
地
方
長
官
ハ
文
部
大
臣
ノ
指
揮

25 [2016. 5] 



I¥ 
第
＿
＿
一
条
ナ
シ

公
立
学
校
職
[ti/i

第
二
条
公
立
学
校
職
[
t
i
/

一
ノ
待
遇
ヲ
受
ク
ル
者
二
適
用
ス

第
一
条

本
令
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
職
ヲ
爪

ル
場
合
ヲ
除
ク
ノ

附

則

第
十
五
条

給
額
ヨ
リ
寡
少
ナ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
不
足
額
ヲ
給
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
十
条

口

2
第
二
十
条（

第
一
号
表
＼
第

本
令
施
行
ノ
際
休
職
中
ノ
者
ノ
俸
給
二
関
シ
テ
ハ
伯
従
前
ノ
例
二
依
ル

公
立
学
校
職
員
分
限
令
の
制
定
（
大
正
四
年
一
月
二
七
日
勅
令
第
三
号
）

略

lヽ ル

公
立
学
校
職
員
俸
給
令
の
改
正
（
大
正
＿
＿
一
年
一

0
月
五
日
勅
令
第
二

0
五
号
）

ハ
其
ノ
職
ヲ
免
セ
ラ
ル
ル
ー

js

陸
軍
給
与
令
又
ハ
海
軍
給
与
令
二
依
リ
俸
給
ヲ
受
ク
ル
職
員
ニ
ハ
其
ノ
間
俸
給
ヲ
給
セ
ス
但
シ
其
ノ
俸
給
額
職
員
ノ
俸

休
職
者
ニ
ハ
其
ノ
休
職
中
俸
給
三
分
ノ
一
ヲ
給
ス
但
シ
教
員
養
成
ヲ
目
的
ト
ス
ル
官
立
府
県
立
ノ
学
校
二
入
学
ス
ル

場
合
二
於
テ
休
職
ヲ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
者
二
付
テ
ハ
之
ヲ
給
セ
ス
又
ハ
三
分
ノ
一
以
下
ヲ
給
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

本
令
ハ
公
立
ノ
専
門
学
校
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
及
実
業
学
校
ノ
職
員
ニ
シ
テ
奏
任
文
官
又
ハ
判
任
文
官
卜
同

（阪大法学） 66 (1-26) 26 



C)休暇・ 休職制度

校
訓
導
ニ
シ

、）し’

②
 五
教
育
上
又
ハ
事
咋
ー
ロ
＂
し
／

‘IIV

ハ
此
ノ
限
二
在
ラ
ス

/
又
ハ
戦
時
事
変

四
教
員
養
成
ヲ
目
的
ト
ス
ル
官
立
府
県
立
学
校
二
入
学
ス
ル
ト
キ

学
校
編
制
ノ
変
更
其
ノ
他
ノ
事
由
二
因
リ
過
員
ヲ
生
シ
タ
ル
ト
キ

刑
事
事
件
二
関
シ
告
訴
又
ハ
告
発
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ

懲
戒
事
件
二
関
シ
懲
戒
委
員
会
ノ
審
壺
二
付
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ

第
八
条

学
校
編
制
ノ
変
丁
/

前
項
第
一
号
ノ
規
定
二
依
リ
其
ノ
職
ヲ
免
ス
ル
ト
キ
ハ
奏
任
文
官
卜
同
一
ノ
待
遇
ヲ
受
ク
ル
者
二
在
リ
テ
ハ
文
官
高
等
懲
戒

委
員
会
、
判
任
文
官
卜
同
一
ノ
待
遇
ヲ
受
ク
ル
者
二
在
リ
テ
ハ
文
官
普
通
懲
戒
委
員
会
ノ
審
査
二
付
ス

公
立
学
校
職
員
ハ
廃
職
若
ハ
廃
校
ノ
場
合
又
ハ
禁
錮
以
上
ノ
刑
二
処
セ
ラ
レ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
当
然
退
職
者
ト
ス

第
八
条
第
一
項
第
三
号
乃
至
第
五
号
ノ
規
定
二
依
リ
休
職
ヲ
命
セ
ラ
レ
又
ハ
第
八
条
第
二
項
ノ
規
定
二
依
リ
休
職
卜
為

公
立
学
校
職
員
ハ
其
ノ
意
二
反
シ
テ
待
遇
ヲ
下
シ
又
ハ
俸
給
ヲ
減
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ナ
シ

文
官
分
限
令
第
九
条
及
第
十
条
ノ
規
定
ハ
公
立
学
校
職
員
二
関
シ
之
ヲ
準
用
ス

公
立
学
校
職
員
左
ノ
各
号
ノ
―
二
該
当
ス
ル
ト
キ
ハ
休
職
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

公
立
学
校
職
員
二

第
七
条

第
六
条
リ
満
期
二
至
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
当
然
退
職
者
ト
ス

第
五
条

第
四
条

②
 

傷
瞑
ヲ
受
ケ
若
ハ

不
具
廃
疾
二
因
り
又

ル
ト
キ

堪
ヘ
サ
ル
ニ
因
リ
又
ハ

nl

／
衰
弱
二
因
リ
職
務
ヲ
執
ル

ハ
〕
コ
然
休
職
者
ト
ス
但

/・, 

、,]

ヲ
頻
出
テ
タ
ル
ト
キ
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っ
た
。
こ
の
よ
う
に
い

。
豆`

本
令
施
行
ノ
際
休
職
中
ノ
者
二
関
シ
テ
ハ
伯
旧
令
二
依
ル

一
般
の
官
吏
（
文
官
）
と
は
逆
に
、

ハ
之
ヲ
廃
止
ス

一
律

附

則

第
十
一
条

（阪大法学） 66 (1-28) 

第
十
条
待
遇
ヲ
受
ク
ル
者
二
付
1

ハ
必
ロ
ト
シ
心
□

11IJ
及
前
条
第
二
項
ノ
場
合

、
タ
ル
後
尚
ホ
三
月
ト

中
ト
シ
第
三
号
及
第
Tel
ロ
J

叫ハ
[ll

臼

IJIー
／
奏
任
文
官
卜
同
一
ノ
待
罰
ゾ

‘1̀/

休
職
者
ハ
職
務
二
従
事
セ
ス
及
俸
給
ヲ
減
セ
ラ
レ
又
ハ
之
ヲ
受
ケ
サ
ル
ノ
外
総
テ
在
職
者
卜
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ

休
職
ハ
奏
任
文
官
卜
同
一
ノ
待
遇
ヲ
受
ク
ル
者
二
在
リ
テ
ハ
内
閣
総
理
大
臣
ノ
認
可
ヲ
経
テ
文
部
大
臣
之
ヲ
命
シ
判

任
文
官
卜
同
一
ノ
待
遇
ヲ
受
ク
ル
者
二
在
リ
テ
ハ
地
方
長
官
之
ヲ
命
ス
其
ノ
復
職
ヲ
命
ス
ル
ト
キ
亦
同
シ

明
治
二
十
七
年
勅
令
第
百
四
十
一
号
（
「
公
立
学
校
職
員
休
職
ノ
件
」
を
指
す
注
）

満
期
退
職
と
い
う
考
え
方
は
、
こ
こ
で
も
一
貰
し
て
い
る
が
、
休
職
期
間
に
つ
い
て
は
、

一
年
で
あ
っ
た
も
の
が
、
奏
任
待
遇
で
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
は
一
一
年
に
延
長
さ
れ
て
い
る
。
休
職
期
間
中
の
俸
給
支
給
に
つ
い
て
も
、

俸
給
令
を
み
る
限
り
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
の
三
分
の
一
以
下
支
給
（
原
則
無
給
）
か
ら
、
三
分
の
一
支
給
へ
と
一
定
の
改
善
を

み
た
。
な
お
、
傷
病
休
職
は
、
分
限
令
八
条
一
項
五
号
に
い
う
「
教
育
上
又
ハ
事
務
上
必
要
ナ
ル
ト
キ
」
に
該
当
す
る
休
職
に
こ
れ
が

含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
官
吏
で
あ
る
と
待
遇
官
吏
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
休
職
制
度
に
つ
い
て
は
一
定
の
相
場
が
で
き

第
九
条
休
職
ノ
期
間
ハ
ロ
↑
人
:
/
J
i
l
必ダ̀

l
l
j
及
第
二
号
ノ
場
合
二
在
リ

l l 

ハ
裁
判
所

28 



C)休暇・ 休職制度

や
か
に
こ
れ
に
復
職
ク
八
口
＇
り

第
八
十
条
前
条
第
一
[
勺
口
凰
;
／

（
休
職
の
効
果
）

口
口
ロ
の
期
間
は
、

刑
事
事
件
に
関
し
起
訴
さ
れ
た
場
合

る。 （
本
人
の
意
に
反
す
る
休
職
の
場
合
）

イ

ー

傷
病
休
職
制
度
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員
法
は
、
制
定
当
初
、
戦
前
の
枠
組
み
を
は
ぽ
維
持
し
た
規
定
を
置
く
。
し
か
し
、
国
公
法

の
施
行
（
昭
和
―
―
二
年
七
月
一
日
施
行
）
後
、
半
年
を
経
ず
し
て
行
わ
れ
た
第
一
次
改
正
（
同
年
―
二
月
三
日
施
行
）
に
よ
り
、
以
下

に
み
る
よ
う
に
、
そ
の
規
定
内
容
は
、
現
行
法
と
概
ね
同
じ
も
の
に
姿
を
変
え
る
。

国
家
公
務
員
法
の
制
定
（
昭
和
二
二
年
一

0
月
ニ
―
日
法
律
第
―
二

0
号）

第
七
十
九
条

職
員
が
、
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
意
に
反
し
て
、
こ
れ
を
休
職
す
る
こ
と
が
で
き

戦

後

、
［
職
の
ま
ま
満
期
に
至
っ
，
／
こ
｀
口
i
[
,

心
身
の
故
障
の
た
め
、
長
期
の
休
養
を
要
す
る
場
合

A

国
家
公
務
員
法
の
制
定
・
改
正
と
人
事
院
規
則
の
変
遷

満
一
年
と
ー
心

〕
ー
八
工
い
い
轟
と
す
る
。

い
い
ロ
~
□
i
j
l
?
/
□
1
1口
障
の
消
減
し
た
と
き
は
\
ぃ
[
[
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第
一
条

こ
の
法
律
は
、

第
一
次
改
正
法
律
附
則

④
 

こ
の
法
律
中
附
則
第
二
条
の
規
定
（
臨
時
人
事
委
員
会
に
関
す
る
規
定
注
）
は
、
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か

ら
、
そ
の
他
の
規
定
は
、
昭
和
一
一
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
こ
れ
を
施
行
す
る
。

国
家
公
務
員
法
の
改
正
（
昭
和
二
＿
＿
一
年
―
二
月
＿
―
-
日
法
律
第
二
二
二
号
／
第
一
次
改
正
）

（
休
職
の
効
果
）

前
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
休
職
の
期
間
は
、
人
事
院
規
則
で
こ
れ
を
定
め
る
。
休
職
期
間
中
そ
の
事
故
の
消
滅
し

た
と
き
は
、
休
職
は
当
然
終
了
し
た
も
の
と
し
、
す
み
や
か
に
復
職
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

休
職
者
は
、
職
員
と
し
て
の
身
分
を
保
有
す
る
が
、
職
務
に
従
事
し
な
い
。
休
職
者
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
中
、
給
与
準
則

で
別
段
の
定
を
し
な
い
限
り
、
何
等
の
給
与
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。

（
但
書
、
略
）

②

・

③

略

第
八
十
条

イ

2
②

・

③

略

第
一
条

（阪大法学） 66 (1-30) 

附

則

の
一
を
受
け
る
。

③
休
職
者
は
、
職
員
し
一

②

略

ロ
ロ
汀
ハ
IJ/ふ
□

仄

f
l
)る
が
、

職
務
に
従
事
し
入
／
い

什
1
1
1
~
9
、
`
，
ズ0
休
職
の
期
間
中
俸
給
の
り

30 



C)休暇・ 休職制度

第
二
条
に
応
じ
個
々
の
場
合
に
つ
い
て
、
任
命
権
者
が
定
め
る
。

第
一
条

ー

休
職
の
期
間

法
第
七
十
九
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
休
職
の
期
間
は
、

前
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
休
職
の
期
間
が
三
年
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
休
職
を
発
令
し
た
日
か
ら
引
続
き
三

年
を
こ
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
こ
れ
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

口

2

人
事
院
規
則

―
一
の
改
正
（
昭
和
二
六
年
七
月
一
七
日
施
行
）

じ
個
々
の
場
合
に
つ
い
て
、
任
命
権
者
が
定
め
る
。

休
職
の
期
間

口

1

人
事
院
規
則

こ
と
に
な
っ
た
。

は
な
い
。
そ
し
て
、

の
冒
頭
(
-
)
で

法
第
七
十
九
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
休
職
の
期
間
は
、
二
年
を
こ
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
休
養
を
要
す
る
程
度
に
応

三
年
を
こ
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
休
養
を
要
す
る
程
度

―
一
の
制
定
（
昭
和
二
四
年
六
月
一
三
日
施
行
）

り〉

り〉

9々

\
八
し
~
院
規
則
に
定
め
る

心
は
、
次
の
よ
う
な
変
遷
ふ
ゲ
，
i

し＼

¥
八

0
条
四
項
の

□

”9
る
法
律
」
と
改
め
ら
れ
た
ぐ
）
1
1
1
1
1
9
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2

前
項
の
規
定
は
、

但
し
、
併
任
に
係
る
青
い

第
四
条
休
職
中
・

2
 職

員
の
休
職

第
＿
＿
一
条

（
休
職
の
場
合
）

第
＿
＿
一
条

（
一
項
、
略
）

(/>

限
り
で
な
い
。

て
い

法
第
七
十
九
条
各
号
及
び
前
項
各
号
の
一
に
該
当
し
て
休
職
に
さ
れ
た
職
員
が
そ
の
休
職
の
事
由
の
消
滅
又
は
そ
の
休
職
の

期
間
の
満
了
に
よ
り
復
職
し
た
と
き
に
お
い
て
定
員
に
欠
員
が
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
を
休
職
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
休
職
中
の
職
員
等
の
保
有
す
る
官
職
）

口

4

人
事
院
規
則

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

□

|

3

人
事
院
規
則

つ
て
補
充
す
る
こ

一
四
（
職
員
の
身
分
保
障
）
の
制
定
（
昭
和
二
七
年
六
月
一
日
施
行
）

期
間
は
、
必
要
に
応
じ
、

い
ず
れ
も
三
年
を
こ
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
場
合
に
つ
い
て
、
任
命
権
者
が

定
め
る
。
休
職
期
間
中
そ
の
事
由
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
休
職
は
、
当
然
終
了
し
た
も
の
と
し
、
す
み
や
か
に
復
職
を
命
じ
な

前
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
休
職
の
期
間
が
三
年
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
休
職
を
発
令
し
た
日
か
ら
引
き
続
き

三
年
を
こ
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
こ
れ
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
条
法
第
七
十
九
各
い
[
/
l
l
j
□

鳳
llL/l々

3

休
職
の
期
間
は
、

休
養
4
と
｀
久

3
↓□

和
旦
ー
ロ
ロ
ロ
前
条
の
規
定
に
よ
る
休

□

ロ

＿
六
年
九
月
一

0
日
施
行
）

の
と
す
ヮ
□

（阪大法学） 66 (1-32) 32 



ol
冒
凡
長
が
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に

の
か
。
そ
こ
に
は
、

口
又
枠
組
み
が
完
成
を
み
る

C)休暇・ 休職制度

2
 ない
。

第
六
条

（
休
職
の
期
間
）

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
こ
れ
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
数
が
同
条
同
項
の
規
定
に
よ
る
休
職
者
の
数
よ
り
少
な
い
と
き
は
、

年
か
ら
三
年
へ
の
休
職
jPl
間

心
休
職
の
期
間
は
、
休
養
字
〕
ぃ
'/9:llfi
尺
し
い
ー

□

第
三
条
第
一
項
各
号

任
命
権
者
が
定
め
る
。
こ
の
休
職
の
期
間
が
三
年
に
満
た
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
休
職
に
し
た
日
か
ら
引
き
続
き
三
年
を
こ

第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
休
職
の
期
間
は
、
定
員
に
欠
員
が
生
ず
る
ま
で
の
間
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
欠
員

い
ず
れ
の
休
職
者
に
つ
い
て
欠
員
を
生
じ
た
も
の
と
す

法
第
七
十
九
条
第
一
号
及
び
こ
の
規
則
第
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
休
職
の
事
由
が
消
滅
し
た
と
き
に
お
い
て
は
、

当
該
職
員
が
離
職
し
、
又
は
他
の
事
由
に
よ
り
休
職
に
さ
れ
な
い
限
り
、
す
み
や
か
に
そ
の
職
員
を
復
職
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

休
職
の
期
間
が
満
了
し
た
と
き
に
お
い
て
は
、
当
該
職
員
は
、
当
然
復
職
す
る
も
の
と
す
る
。

こ
う
し
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
発
効
に
伴
い
、
わ
が
国
が
独
立
を
回
復
す
る
昭
和
二
七
年
四
月
二
八
日
前
後
に
は
、

の
期
間
を
一
―

っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

（
復
職
）

る
か
は
、
任
命
権
者
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

2
 に

よ
る
休
職
の
期
間
げ

ー＞＇i
ぅ
れ
も
三
年
を
こ
え
な
い
範
□

□

し
し

1:¥

第
五
条
法
第
七
十
九
冬
’
山
口
jj

ロ
ロ
／
」
：

す
る
結
核
へ
の

／
：
い
そ
れ
個
々
の
場
合
に
つ
い
＼
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の
審
議
に
当
た
っ
て

工
徒
児
童
を
対
象
と
す
る
閂
〈
1
1
1
,
9

f

打
に
結
核
性
疾
患
の
よ
う
八
に

に
、
「
支
給
す
る
こ
と
が

る
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
め

っ
た
。

冒
[lru
の
全
額
を
支
給
す
る
こ

る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

の
全
額
」
が
「
給
与

第
四
回
国
会
に
内
閣
が
提
出
し
た
法
案
に
お
い
て
は
、

2
 

昭
和
二
四
年
一
月
―
二
日
に
、
法
律
第
一
号
と
し
て
公
布
さ
れ
、
即
日
施
行
さ
れ
た
教
育
公
務
員
特
例
法
（
以
下
「
教
特
法
」
と
い

う
）
は
、

一
四
条
で
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
時
期
的
に
は
、
先
に
み
た
国
公
法
の
第
一
次
改
正
法
の
施
行
直
後
の
こ
と
で
あ
り
、
こ

の
改
正
法
に
基
づ
く
人
事
院
規
則
一
―
一
は
、
そ
の
時
点
で
は
ま
だ
施
行
（
制
定
）
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

（
休
職
の
期
間
及
び
効
果
）

第
十
四
条
校
長
及
び
教
員
の
休
職
の
期
間
は
、
結
核
性
疾
患
の
た
め
長
期
の
休
養
を
要
す
る
場
合
の
休
職
に
お
い
て
は
、
満
ニ

年
と
す
る
。

前
項
の
規
定
に
よ
る
休
職
者
に
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
中
、
給
与
の
全
額
を
支
給
す
る
。

B

教
育
公
務
員
特
例
法
の
制
定
・
改
正
と
給
与
法
の
第
二
次
改
正

/
f
か
で
も
、
教
育
公
務
員
げ
り
口

一
四
条
二
項
は
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
休
職
者
に
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
中
、

こ
う
い
っ
て
、
間
違
い

、
以
下
に
み
る
よ
う
に
、

I' ) 

111 

の
あ
り
方
を
含
め
、

（阪大法学） 66 (1-34) 34 



口
よ
う
に
定
め
る
休
職
者
の

ー
ロ
月
一
日
適
用
）
が
設
け
、
11

C)休暇・ 休職制度

2
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
休
職
者
に
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
中
、
給
与
の
全
額
を
支
給
す
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
給
与
法
に
も
、
そ
の
第
二
次
改
正
法
伍
昭
和
二
六
年
―
一
月
三

0
日
法
律
第
二
七
八
号
、
即
日
施
行
）
に
よ
り
、

満
三
年
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
四
条

下
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
る

認
め
ら
れ
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
答
弁
か
ら
も
明
ら
か
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
教
特
法
一
四
条
は
、
そ
の
第
一
次
改
正
法
（
昭
和
一
一
六
年
六
月
一
六
日
法
律
第
二
四
一
号
、
即
日
施
行
）
に
よ
っ
て
、
以

（
但
書
の
追
加
）
。
こ
の
こ
と
が
、
先
に
み
た
人
事
院
規
則
一
―
一
の
改
正
に
よ
る
休
職
期
間
の
延
長

（
―
-
年
を
三
年
に
延
長
）
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
も
、
想
像
に
難
く
な
い
。

（
休
職
の
期
間
及
び
効
果
）

校
長
及
び
教
員
の
休
職
の
期
間
は
、
結
核
性
疾
患
の
た
め
長
期
の
休
養
を
要
す
る
場
合
の
休
職
に
お
い
て
は
、
満
ニ

年
と
す
る
。
但
し
、
任
命
権
者
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
休
職
の
期
間
を

と
い
っ
た
答
弁
J

ぃ＼

て
病
気
を
悪
く
す
る
と
い

て
は
な
ら
な
い
、

(18) 

れ
て
い
る
。
教
員

、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
特
罰

□

の
非
常
に
強
い
も
の
に

国
か
ら
こ
う
い

/
1ぃ
工
た
ち
が
無
理
し
て
学
校

[',Wi
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ク
権
利
ク
か
と
い
う
ど
'

口
が
そ
も
そ
も
ど
れ
だ
け
も

少
な
く
と
も
そ
う
し
た
反
少

1
1
9
'
〗

い
い
休
職
も
、
休
職
一
年
目

い
え
よ
う
。

八
晶
支
給
も
、
正
々
堂
々

各Ill 

4
1
6
 

3
 

2
 の

八
十
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
休
職
者
の
給
与
）

第
二
十
＿
＿
一
条

職
員
が
ハ
ls
パ
／
し
/
ハ
冒
1

¥

！
入
〗
仄
病
に
か
か
り
国
家
公
務
[
1
1ロ
□，
いL
I

几
望
し

職
員
が
結
核
性
疾
患
に
か
か
り
国
家
公
務
員
法
第
七
十
九
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
し
て
休
職
に
さ
れ
た
と
き
は
、

そ
の
休
職
の
期
間
が
満
二
年
に
達
す
る
ま
で
は
、
こ
れ
に
俸
給
、
扶
養
手
当
及
び
勤
務
地
手
当
の
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
八
十
を
支

職
員
が
前
一
一
項
以
外
の
心
身
の
故
障
に
よ
り
国
家
公
務
員
法
第
七
十
九
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
し
て
休
職
に
さ
れ

た
と
き
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
が
満
一
年
に
達
す
る
ま
で
は
、
こ
れ
に
俸
給
、
扶
養
手
当
及
び
勤
務
地
手
当
の
そ
れ
ぞ
れ
百
分

公
務
災
害
や
結
核
性
疾
患
と
差
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
以
外
の
心
身
の
故
障
の
場
合
に
も
、
俸
給
等
の
支
給
に
途
を
拓
く
。

教
特
法
の
制
定
と
改
正
は
、
こ
の
よ
う
な
公
務
員
の
待
遇
改
善
（
条
文
の
体
裁
と
し
て
も
、
悪
く
は
な
い
）
に
格
好
の
口
実
を
与
え
る

も
の
と
な
っ
た
。
た
だ
、
結
核
性
疾
患
に
ク
便
乗
し
た
ク
に
す
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
反
論
は
で
き
ま
い
。

近
年
、
う
つ
病
等
の
精
神
疾
患
に
よ
る
休
職
が
長
期
化
し
て
い
る
と
は
い
え
、
結
核
性
疾
患
以
外
の
病
気
で
長
期
の
療
養
を
要
す
る

休
職
に
さ
れ
た
と
き
げ
¥

ロ
仇
い
ロ
ロ
□

□

111
、
こ
れ
に
給
与
の
金
額
4

と
し
□

□

；ハ

り
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
ー
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C)休暇・ 休職制度

第
四
十
五
条

被
保
険
苫
＇
い
立
／
，
八
｀

frj
洲
い
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ

'/11
〔＇

イ

ー

1

健
康
保
険
法
の
制
定

み
る
よ
う
に
、
そ
れ
も
ま
た
事
実
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
傷
病
手
当
金
の
歴
史
は
古
い
。
傷
病
手
当
金
の
制
度
は
、
健
康
保
険
法
の
制
定
当
初
か
ら
存
在
し
、
そ
の
沿
革
は
他
の

保
険
給
付
と
同
様
、
給
付
が
始
ま
っ
た
昭
和
一
一
年
一
月
一
日
ま
で
、
こ
れ
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
傷
病
手
当
金
に
つ
い
て
も
、
そ
の
支
給
期
間
が
最
初
か
ら
現
在
と
同
じ
よ
う
に
一
年
六
か
月
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

(22) 

お
よ
そ
半
憔
紀
に
わ
た
っ
て
、
支
給
期
間
は
終
始
変
わ
る
こ
と
な
く
、
六
か
月
（
当
初
は
一
八

0
日
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
以
下
に

二
二
日
法
律
第
七

0
号）

O
え、

力

っ

｝

~
ー

一
年
間
、
俸
給
等
の
八
割
が
支
給
さ
れ
る
公
務
員
の
憔
界
と
は
違
う
。

健
康
保
険
法
と
傷
病
手
当
金

補

口
間
口
ぃ
r
:
1
が
軍
ト
シ
テ
一
日
二
付
報
酬

11
い

病
気
や
ケ
ガ
に
よ
る
欠
勤
が
一
定
期
間
続
け
ば
、
休
職
と
す
る
。
民
間
企
業
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
休
職
を
制
度
化
し
て
い
る

(20)

ぶ

21)

と
こ
ろ
は
多
い
。
そ
の
間
、
多
く
の
労
働
者
は
、
傷
病
手
当
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
を
支
え
、
療
養
に
専
念
す
る
。

そ
の
傷
病
が
業
務
上
の
も
の
で
あ
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
労
務
の
提
供
が
な
い
以
上
、
使
用
者
に
賃
金
の
支
払
い
義
務
は
な
い
。

公
務
災
害
（
通
勤
災
害
を
含
む
）
に
よ
る
傷
病
で
あ
れ
ば
、
給
与
の
全
額
が
支
給
さ
れ
、
私
傷
病
で
あ
っ
て
も
、
九

0
日
の
病
気
休
暇
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【
参
考
】

前
号
二
掲
ク
几

主
ト
シ

第
七
十
九
条

年

注

）

ル

ス
ル
者
ナ
キ
場
合

病
院

健
康
保
険
法
施
行
令
（
大
正
一
五
年
六
月
三

0
日
勅
令
第
二
四
三
号
）

ニ
対
シ
支
給
ス
へ

一
月
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

本
法
ハ
大
正
十
五
年
七
月
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
但
シ
保
険
給
付
及
費
用
ノ
負
担
二
関
ス
ル
規
定
ハ
大
正
十
六
年
（
昭
和
二

【注】

健
康
保
険
法
の
第
一
次
改
正
（
大
正
一
五
年
三
月
二
九
日
法
律
第
三
四
号
）
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
附
則
を
改
正
。

本
法
施
行
ノ
期
日
ハ
勅
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

附

則

③
 

第
四
十
七
条

療
養
ノ
給
付
及
傷
病
手
当
金
ノ
支
給
ハ
同
一
ノ
疾
病
又
ハ
負
傷
及
之
二
因
リ
発
シ
タ
ル
疾
病
二
付
百
八
十
日
ヲ
超

エ
テ
之
ヲ
為
サ
ス

業
務
上
ノ
事
由
二
依
リ
疾
病
二
罹
リ
又
ハ
負
傷
シ
タ
ル
場
合
以
外
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
療
養
ノ
給
付
及
傷
病
手
当
金
ノ
支
給
ハ

一
年
内
百
八
十
日
ヲ
超
エ
テ
之
ヲ
為
サ
ス

被
保
険
者
ハ
前
一
一
項
ノ
規
定
二
拘
ラ
ス
傷
病
手
当
金
ノ
支
給
ヲ
受
ク
ル
期
間
療
養
ノ
給
付
ヲ
受
ク

②
 注

・
後
掲
）
ノ
定
ム
ル
所
二
依
リ
之
ヲ
減
額
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
四
十
六
条
病
院

於
テ
ハ
労
務
二
服
ス
几

ノ
百
分
ノ
六
十
二
柑
中
ー

、）し’ jj  

）し

＼

ふ

％

ぶ

ー

ー

'
9
/
1ー
ー
9
1

9

]

＾
心

11‘

し
，
＇

)
/
j
”
且
ご

i
，
ぐ
咋

シ
業
務
上
ノ
事
由
二

対
シ
テ
支
給
ス
へ

l l 

り
タ
ル
日
ヨ
リ
起
算
シ
第

□

11

口
分
ノ
―
-
+

口
分
ノ
四
十

仇
犀
保
険
法
施
行
令
七
九
条

タ
ル
場
合
以
外
ノ
場
〈
11
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C)休暇・ 休職制度

ハ
之
ヲ
支
給
セ
ズ

③
傷
病
手
当
金
ハ
其
J

前
勅
令
ノ
定
ム

ル
ト
キ
ト
雖
モ
療
養
ノ
ハ
い
日

り
シ
者
二
限
ル

っ
て
新
設
）
に
よ
り
、
結
核
性
疾
病
を
指
定
注
）

②
 

第
一
号
二
掲
ク

健
康
保
険
法
の
古
正

第
四
十
七
条

第
四
十
七
条

イ

3
【注】 本
法
施
行
ノ
期
日
ハ
勅
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

イ

ー

2
附

則

削
除
）

口
間
J
経
過
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル

療
養
ノ
給
付
及
傷
病
手
当
金
ノ
支
給
ハ
同
一
ノ
疾
病
又
ハ
負
傷
及
之
二
因
リ
発
シ
タ
ル
疾
病
二
付
其
ノ
保
険
給
付

ヲ
始
メ
タ
ル
日
ヨ
リ
起
算
シ
百
八
十
日
ヲ
経
過
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
為
サ
ズ

（
二
項
・
三
項

昭
和
四
年
五
月
二
九
日
勅
令
第
一
四
一
一
号
に
よ
り
、
同
年
六
月
一
日
が
施
行
日
と
な
る
。

健
康
保
険
法
の
改
正
（
昭
和
一
四
年
四
月
六
日
法
律
第
七
四
号
／
第
四
次
改
正
）

（
一
項
、
改
正
な
し
）

（
但
書
、
略
）

主
務
大
臣
ノ
指
定
ス
ル
疾
病
（
健
康
保
険
法
施
行
規
則
四
四
条
ノ
ニ
（
昭
和
一
五
年
五
月
三
一
日
厚
生
省
令
第
一
九
号
に
よ

通
ジ
テ
一
年
二
至
ル
迄
継
続
シ
テ
療
養
ノ
給
付
及
傷
病
手
当
金
ノ
支
給
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
但
シ
其
ノ
保
険
給
付
ヲ
始
メ
タ
ル
日

＿
八
日
法
律
第
二

0
号
／
第

ニ
関
シ
テ
ハ
保
険
者
ハ
命
令
ノ
定
ム
ル
所
二
依
リ
前
項
ノ
期
間
ヲ
超
工

口
分
ノ
六
十
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ヲ
減
額
ス
ル
コ
ト
ヲ
臼

第
四
十
六
条
病
院
又
ハ

第
四
日
ヨ
リ
之
ヲ
支
竺

被
保
険
者
二
対
シ
テ
支
釘

健
康
保
険
法
の
改
正
（
昭
和
一
七
年
二
月
ニ
―
日
法
律
第
＿
―
-
八
号
／
第
六
次
改
正
）

第
四
十
四
条
ノ
ニ

注
・
後
掲
）

第
四
十
五
条

ハ
勅
令
ノ
定
ム
ル
所

療
養
ノ
給
付
ハ
同
一
ノ
疾
病
又
ハ
負
傷
及
之
二
因
リ
発
シ
タ
ル
疾
病
二
関
シ
其
ノ
給
付
ヲ
始
メ
タ
ル
日
ヨ
リ

ノ
定
ム
ル
所
二
依
リ
前
項
ノ
期
間
ヲ
超
工
継
続
シ
テ
療
養
ノ
給
付
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス

被
保
険
者
療
養
ノ
為
労
務
二
服
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
期
間
傷
病
手
当
金
ト
シ
テ
一
日
二
付
職
員
ニ
シ

テ
勅
令
（
健
康
保
険
法
施
行
令
七
八
条
ノ
三
注
・
後
掲
）

相
当
ス
ル
金
額
ヲ
、
其
ノ
他
ノ
者
二
在
リ
テ
ハ
報
酬
日
額
ノ
百
分
ノ
六
十
二
相
当
ス
ル
金
額
ヲ
支
給
ス
但
シ
業
務
上
ノ
事
由
二

因
リ
疾
病
二
罹
リ
又
ハ
負
傷
シ
タ
ル
場
合
以
外
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
労
務
二
服
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ニ
至
リ
タ
ル
日
ヨ
リ
起
算
シ

よ
っ
て
新
設
）
に
よ
り
、
結
核
性
疾
病
を
指
定
注
）

起
算
シ
六
月
ヲ
経
過
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
為
サ
ス

イ

4 同
年
七
月
一
日
が
施
行
日
と
な
る
。

【注】

昭
和
一
五
年
六
月

本
法
施
行
ノ
期
日
ハ

附

則

号
に
よ
り
、

ヲ
定
ム

ヲ
以
テ
定
ム
ル
モ
ノ
ニ
在
リ
テ
ハ
報
酬
日
額
ノ
百
分
ノ
五
十
二

ニ
関
シ
テ
ハ
保
険
者
ハ
勅
令
（
健
康
保
険
法
施
行
令
七
八
条
ノ

②
主
務
大
臣
ノ
指
定
ス
ル
疾
病
（
健
康
保
険
法
施
行
規
則
五
六
条
ノ
四

（
以
下
、
略
〗（

昭
和
一
七
年
一
―
一
月
二
八
日
厚
生
省
令
第
五
九
号
に

項
の
改
正
規
定
に
つ
い
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コ
ト
能
ハ
ザ
ル

I) 

11 

,
'
，
引
続
キ
三
月
以
上
俸
給
ズ
ハ

C)休暇・ 休職制度

第
七
十
八
条
ノ

第
七
十
八
条
ノ

【
参
考
】

第
四
十
七
条

月
一
日
が
、

傷
病
手
中
ー
ヘ
ー
／
l

／/丁
□

旧
＼
ロ
ノ
疾
病
又
ハ
負
傷
及
之

第
四
十
四
条
ノ
―
―
底
~
いX
I
I
'

／
口
ベ
パ
＼

~
J
I／
／
場
合
二
之
ヲ
準
用
ス

（
以
下
、
略
）

ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
キ
モ
ノ

ニ
関
シ
テ
ハ
健
康
保
険
法
第
四
十
四

昭
和
一
七
年
―
二
月
一

0
日
勅
令
第
八
二
五
号
に
よ
り
、
健
康
保
険
法
四
五
条
の
改
正
規
定
に
つ
い
て
は
、
翌
一
八
年
一

四
四
条
ノ
ニ
、
四
六
条
お
よ
び
四
七
条
の
改
正
規
定
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
一
日
が
施
行
日
と
な
る
。

健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
（
昭
和
一
七
年
―
二
月
一

0
日
勅
令
第
八
二
六
号
）

保
険
者
ハ
厚
生
大
臣
ノ
指
定
ス
ル
疾
病
（
健
康
保
険
法
施
行
規
則
五
六
条
ノ
四

八
日
厚
生
省
令
第
五
九
号
に
よ
っ
て
新
設
）
に
よ
り
、
結
核
性
疾
病
を
指
定
注
）

条
ノ
ニ
第
一
項
ノ
期
間
ヲ
超
エ
通
ジ
テ
一
年
二
至
ル
迄
継
続
シ
テ
療
養
ノ
給
付
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
但
シ
其
ノ
保
険
給
付
ヲ
始

メ
タ
ル
日
前
三
月
以
上
引
続
キ
被
保
険
者
タ
リ
シ
者
二
限
ル

健
康
保
険
法
第
四
十
五
条
ノ
規
定
二
依
リ
傷
病
手
当
金
ト
シ
テ
一
日
二
付
報
酬
日
額
ノ
百
分
ノ
五
十
二
相

当
ス
ル
金
額
ヲ
受
ク
ル
者
ハ
職
員
ニ
シ
テ
疾
病
又
ハ
負
傷
ノ
為
労
務
二
服
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
場
合
二
於
テ
労
務
二
服
ス
ル

【注】 本
法
施
行
ノ
期
日
ハ
各
規
定
二
付
勅
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

附

則

③
 
略

②
 服
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
几

ド

5

"

¥

h

A

 

＂ 
t
 

□

'
こ
算
シ
六
月
ヲ
以
テ
限
度
~

（
昭
和
一
七
年
一
―
一
月
二

I
V
乳
〗
二
関
シ
テ
ハ
療
養
ノ
為
労
〉
り
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二
因
リ
菊
シ
タ
ル
均
い

□
口
，
／
／
ハ
い
ロ
~
至
ル
迄
、
厚
生
大
臣
ノ
詈
」

四
信
u

□
ハ
賃
爪
~
ぃ
只
/□fぷ
四
十
七
条
第
二
項
ノ
規
{
t
L
~
／
ぃ
□

バ
い
〈
[
/
ー
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法
の
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第
四
十
四
条
ノ
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第
四
十
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条

傷
病
手
当
金
ノ
支
給
期
間
ハ
同
一
ノ
疾
病
又
ハ
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傷
及
之
二
因
リ
発
シ
タ
ル
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病
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関
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ハ
療
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務
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険
法
施
行
規
則
五
六
条
／
口

（
改
正
ナ
シ
）

業
務
上
ノ
事
由
二
因
ル
疾
病
又
ハ
負
傷
及
之
二
因
リ
発
シ
タ
ル
疾
病
並
二
主
務
大
臣
ノ
指
定
ス
ル
疾
病
（
健
康
保
険
法
施
行

（
昭
和
一
九
年
五
月
二
四
日
厚
生
省
令
第
一
八
号
に
よ
っ
て
一
部
改
正
）
に
よ
り
、
結
核
性
疾
病
を
指
定
）

ニ
関
シ
テ
ハ
保
険
者
ハ
勅
令
（
健
康
保
険
法
施
行
令
七
九
条
ノ
ニ
注
・
後
掲
）

継
続
シ
テ
傷
病
手
当
金
ノ
支
給
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス

ノ
定
ム
ル
所
二
依
リ
前
項
ノ
期
間
ヲ
超
工

本
法
施
行
ノ
期
日
ハ
保
険
給
付
二
関
ス
ル
改
正
規
定
及
其
ノ
他
ノ
各
規
定
二
付
勅
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

昭
和
一
九
年
五
月
二
四
日
勅
令
第
三
六
二
号
に
よ
り
、
健
康
保
険
法
の
改
正
規
定
に
つ
い
て
は
、
同
年
一

0
月
一
日
が
施

行
日
と
な
る
。

健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
（
昭
和
一
九
年
五
月
二
四
日
勅
令
第
三
六
四
号
）

第
七
十
九
条
ノ
ニ

第
一
条 附
則
（
労
働
者
年
金
保
険
中
改
正
法
律
の
附
則
注
）

③

削

除

規
則
五
六
条
ノ
四

②
 

削
賢

法
は
、
厚
生
年
金
保
険
千
〔

八
条
に
よ
る
改
正
）

イ

ー

5

且
一
六
日
法
律
第
ニ
―
号
、

~
 

）＇恣

し
こ

（
こ
ォ
ー
よ
‘
；
し
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参
考
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昭
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一
九
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五
月

□

11□

ll
冒必へ，

□

`
八
号
に
よ
っ
て
一
部
改
丁

健
康
保
険
法
の
改
正
（
昭
和
二
二
年
四
月
一
日
法
律
第
四
五
号
）

第
四
十
五
条

コ
ト
能
ハ
ザ
リ
シ
期
間
傷
病
手
当
金
ト
シ
テ
一
日
二
付
報
酬
日
額
ノ
百
分
ノ
六
十
二
相
当
ス
ル
金
額
ヲ
支
給
ス

第
四
十
七
条

被
保
険
者
ガ
療
養
ノ
為
労
務
二
服
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
日
ヨ
リ
起
算
シ
第
四
日
ヨ
リ
労
務
二
服
ス
ル

傷
病
手
当
金
ノ
支
給
期
間
ハ
同
一
ノ
疾
病
又
ハ
負
傷
及
之
二
因
リ
発
シ
タ
ル
疾
病
二
関
シ
テ
ハ
其
ノ
支
給
ヲ
始
メ

主
務
大
臣
ノ
指
定
ス
ル
疾
病
（
健
康
保
険
法
施
行
規
則
五
六
条
ノ
四
に
よ
り
、
結
核
性
疾
病
を
指
定
注
）

保
険
者
ハ
勅
令
（
昭
和
―
一
三
年
一
月
一
日
以
降
「
政
令
」
、
健
康
保
険
法
施
行
令
七
九
条
ノ
―
―
注
・
後
掲
）

二
依
リ
前
項
ノ
期
間
ヲ
超
工
継
続
シ
テ
傷
病
手
当
金
ノ
支
給
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス

昭
和
ニ
―
一
年
五
月
三
一
日
政
令
第
七
六
号
に
よ
り
、
四
七
条
一
項
に
つ
い
て
は
、
同
年
六
月
一
日
が
、

七
条
二
項
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
以
下
「
労
災
保
険
法
」
と
い
う
）
施
行
の
日
が
施
行
日
と
な
る
。

健
康
保
険
法
旅
斤
令
の
改
正

第
七
十
九
条
ノ
ニ

施
行
規
則
五
六
条
／
口
□

[
，
＇
：
り
＼
口
尺
門
仄
病
を
指
定
注
）

三
年
六
月
一
七

二
丁
[
'
／
砂
／
ハ
ロ

項
ノ
期
間
ヲ
超
エ
通
ジ
ソ
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【注】
第
一
条
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イ
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の
法
律
施
行
の
期
日
は
、
勅
令
で
、
こ
れ
を
定
め
る
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附

則
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ル
日
ヨ
リ
起
算
シ
六
月
ヲ
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テ
限
度
ト
ス
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同
法
同
条
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＂
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健
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定
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健
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法
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保
険
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ガ
療
養
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労
務
二
服
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
日
ヨ
リ
起
算
シ
第
四
日
ヨ
リ
労
務
二
服
ス
ル

コ
ト
能
ハ
ザ
リ
シ
期
間
傷
病
手
当
金
ト
シ
テ
一
日
二
付
標
準
報
酬
日
額
ノ
百
分
ノ
六
十
二
相
当
ス
ル
金
額
ヲ
支
給
ス

病
院
又
ハ
診
療
所
二
収
容
シ
タ
ル
被
保
険
者
二
対
シ
テ
支
給
ス
ヘ
キ
傷
病
手
当
金
ハ
其
ノ
被
扶
養
者
ナ
キ
場
合
ニ

於
テ
ハ
一
日
二
付
標
準
報
酬
日
額
ノ
百
分
ノ
四
十
二
相
当
ス
ル
金
額
ト
ス

傷
病
手
当
金
ノ
支
給
期
間
ハ
同
一
ノ
疾
病
又
ハ
負
傷
及
之
二
因
リ
発
シ
タ
ル
疾
病
二
関
シ
テ
ハ
其
ノ
支
給
ヲ
始
メ

（
改
正
ナ
シ
）

厚
生
大
臣
ノ
指
定
ス
ル
疾
病
（
健
康
保
険
法
施
行
規
則
五
六
条
ノ
四
に
よ
り
、
結
核
性
疾
病
を
指
定
注
）

保
険
者
ハ
前
項
ノ
期
間
ヲ
超
エ
通
ジ
テ
一
年
六
月
二
至
ル
迄
継
続
シ
テ
傷
病
手
当
金
ノ
支
給
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス

こ
の
法
律
は
、
昭
和
二
十
三
年
八
月
一
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。
（
但
書
、
略
）

健
康
保
険
法
の
改
正
（
昭
和
＿
二
二
年
三
月
＿
＿
―
-
日
法
律
第
四
二
号
／
第
―
二
次
改
正
）

第
四
十
七
条

厚
生
大
臣
ノ
指
定

附

則

タ
ル
日
ヨ
リ
起
算
シ
六
月
ヲ
以
テ
限
度
ト
ス

第
四
十
六
条

ニ
関
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ハ
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C)休暇・ 休職制度

第
一
条

こ
の
法
律
は
、

附

則

第
四
十
六
条
削
除

゜
ィ

ー
第
一
条

（
施
行
期
日
）

健
康
保
険
法
の
改
正
（
昭
和
五
二
年
―
二
月
一
六
日
法
律
第
八
六
号
）

第
四
十
七
条

（
施
行
期
日
）

健
康
保
険
法
の
改
正
（
平
成
六
年
六
月
二
九
日
法
律
第
五
六
号
）

（
施
行
期
日
）

附

則

タ
ル
日
ヨ
リ
起
算
シ
一
年
六
月
ヲ
以
テ
限
度
ト
ス

イ

9
第
一
条

こ
の
法
律
は
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
（
た
だ
し
書
、
略
）

）
の
法
律
中
：
·
：
•
そ
の
他
の
規
定
は

附

則

傷
病
手
当
金
ノ
支
給
期
間
ハ
同
一
ノ
疾
病
又
ハ
負
傷
及
之
二
因
リ
発
シ
タ
ル
疾
病
二
関
シ
テ
ハ
其
ノ
支
給
ヲ
始
メ

通
ジ
テ
一
年
六
月
二
不
IV
八」と山い口`
ーヘー

1
1
/
ら
施
行
す
る
。
（
た
だ

〔
昭
和
三
十
二
〕
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
（
た
だ
し
書
、
略
）

よ
給
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
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と
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f

っ
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日
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て
三
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
、
傷
病
手
当
金
と
し
て
、

き
、
標
準
報
酬
日
額
（
標
準
報
酬
月
額
の
三
十
分
の
一
に
相
当
す
る
額
（
略
）
を
い
う
。
略
）

額
を
支
給
す
る
。

傷
病
手
当
金
の
支
給
期
間
は
、
同
一
の
疾
病
又
は
負
傷
及
び
こ
れ
に
よ
り
発
し
た
疾
病
に
関
し
て
は
、
そ
の
支
給
を
始
め
た

（
施
行
期
日
）

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
（
た
だ
し
書
、
略
）

健
康
保
険
法
の
改
正
（
平
成
一
八
年
六
月
ニ
―
日
法
律
第
八
三
号
）

（
傷
病
手
当
金
）

第
九
十
九
条

以
下
、
略
）

第
一
条

2
 一

イ

ー

1
附

則

の
三
分
の

日
か
ら
起
算
し
て
一
年
六
月
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

の
百
分
の
六
十
に
相
当
す
る
金

被
保
険
者
（
任
意
継
続
被
保
険
者
を
除
く
。
略
）
が
療
養
の
た
め
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ

一
日
に
つ

ロ
〗
パ
喜
砂
〗
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
/
\
/
5
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C)休暇・ 休職制度

か
素
直
と
い
え
よ
う
。

い
え
、
そ
の
た
め
に
は
、

お
よ
そ
五

0
年
の
歳
月
を
必
要
と
し
た
。

平
成
十
九
年
四
月
一
日
（
九
九
条
の
改
正
は
、
第
二
条
に
よ
る
注
）

号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
一
条 附

則

2
 
略
（
改
正
ナ
シ
）

（
施
行
期
日
）

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

第
二
条
、
…
・
：
の
規
定

条
文
の
位
置
や
内
容
が
、
少
し
ず
つ
時
間
を
か
け
て
修
正
さ
れ
る
。
健
康
保
険
法
の
歩
み
を
一
言
で
表
せ
ば
、
こ
の
よ
う
に
な
る
。

昭
和
五
三
年
一
月
一
日
を
も
っ
て
、
傷
病
手
当
金
の
支
給
期
間
は
、
「
六
月
」
か
ら
「
一
年
六
月
」

へ
と
、

結
核
性
疾
病
に
つ
い
て
特
例
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
支
給
期
間
を
、
そ
の
他
の
傷
病
に
も
適
用
す
る
。
た
し
か
に
、
形
の
上
で
は

こ
の
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
う
も
の
の
、
結
核
性
疾
病
に
対
す
る
支
給
期
間
が
「
一
年
六
月
」
に
延
長
さ
れ
た
労
災
保
険
法
施
行
の
日

(23) 

（
昭
和
ニ
―
一
年
九
月
一
日
）
か
ら
数
え
て
も
、
こ
の
間
に
は
約
三

0
年
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
る
。

健
康
保
険
が
基
本
的
に
労
使
の
拠
出
す
る
保
険
料
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
程
度
の
時
間
を
要
し
た
と
し
て
も
、

お
か
し
く
は
な
い
。
民
間
企
業
を
対
象
と
し
た
制
度
改
正
に
は
、
通
常
、
こ
の
程
度
の
時
間
は
必
要
に
な
る
。
む
し
ろ
、
こ
う
考
え
る

一
気
に
延
長
を
み
た
と
は
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の
世
界
に
は
問
わ
れ
て
し

しl

し
か
し
な
が
ら
、
附
加
給
付
と
い
う
奥
の
手
も
、

他
方
、
法
律
に
定
め
る
傷
病
手
当
金
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
み
る
よ
う
に
、
公
務
員
の
共
済
組
合
も
民
間
の
健
康
保
険
と
、
大
勢
と

し
て
は
そ
の
歩
調
を
合
わ
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
と
い
え
る
。
第
二
次
大
戦
後
に
制
定
を
み
た
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
が
そ
れ

(24) 

で
あ
る
。

法
律
番
号
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
昭
和
五
二
年
、
平
成
六
年
お
よ
び
同
一
八
年
の
法
改
正
が
同
じ
法
律
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
る

(25) 

の
は
、
そ
の
例
証
で
あ
る
。
ま
た
、
支
給
額
の
は
か
、
支
給
期
間
に
つ
い
て
も
、
「
結
核
性
の
病
気
」
を
除
け
ば
、
現
在
で
は
差
異
の

(26) 

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
双
方
の
比
較
か
ら
は
わ
か
る
。

は
、
平
成
―
一
六
年
四
月
一
日
以
降
、
形
の
上
で
は
そ
の
支
給
期
間
が
「
六
月
」
に
短
縮
を
み
た
と
い
え
、
そ
れ
で
も
三
年
の
休
職
期
間

は
す
べ
て
カ
バ
ー
す
る
こ
と
の
で
き
る
仕
組
み
が
、
従
前
か
ら
用
意
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
最
初
の
一
年
間
は
俸
給
等
の
八
割
、

次
の
一
年
六
か
月
間
は
傷
病
手
当
金
、
そ
し
て
最
後
の
六
か
月
間
は
傷
病
手
当
金
附
加
金
の
支
給
を
受
け
る
、
と
い
う
も
は
や
既
得
権

(27) 

と
化
し
た
受
給
構
造
が
そ
れ
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
現
状
が
は
た
し
て
今
後
と
も
維
持
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
を
維
持
す
べ
き
な
の
か
ど
う
か
。
そ
れ
が
今
、

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
と
偽
病
手
当
金

誤
り
で
は
あ
る
ま
い

一
方
に
は
あ
っ
た
。
各
共
済
組
合
の
規
約
に
定
め
る
傷
病
手
当
金
附
加
金
の
支
給
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C)休暇・ 休職制度

第
八
十
五
条

（
傷
病
手
当
金
）

第
五
十
五
条

き
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
傷
病
手
当
金
と
し
て
、
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
日
以
後
三
日
を
経
過
し
た
日
か

ら
、
そ
の
後
に
お
け
る
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
一
日
に
つ
き
俸
給
日
額
の
十
分
の
八
に
相
当
す
る
金
額
を
支
給

組
合
員
で
被
扶
養
者
の
な
い
も
の
が
入
院
し
た
場
合
に
お
い
て
支
給
す
べ
き
傷
病
手
当
金
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

傷
病
手
当
金
の
支
給
期
間
は
、
同
一
の
疾
病
並
び
に
負
傷
及
び
こ
れ
に
因
り
発
生
し
た
疾
病
に
関
し
て
は
、
そ
の
支
給
を
始

結
核
性
疾
病
に
関
し
て
は
、
前
項
の
期
間
を
こ
え
通
じ
て
三
年
に
至
る
ま
で
の
療
養
の
た
め
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な

（
施
行
期
日
）

こ
の
法
律
は
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。

附

則

か
っ
た
期
間
に
つ
い
て
、
継
続
し
て
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
。

4
 め
た
日
か
ら
起
算
し
六
月
間
と
す
る
。

3
 ず
、
俸
給
日
額
の
十
分
の
六
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

2
 する
。

組
合
員
が
公
屠
〗
□
口
f
口
八
ぃ
1
9ヽ
仄
病
に
か
か
り
、

□

|
1
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
開
定

二
三
年
六
月

又
は
負
胃
ー
，
い
立
□

／
い
□

＼
｀
伽
き
勤
務
に
服
す
る
こ
と
い

66 (1-49) 49 [2016. 5] 



第
六
十
六
条

□

|

3

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
改
正

第
一
条 附

則

4

以
下
、
略

3
 
2
 （

傷
病
手
当
金
）

一
六
年
六
月
一
九
日
法
律
訊

＿
一
三
年
五
月
一
日
法
律
第

で
き
な
い
場
合
に
は
、
傷
病
手
当
金
と
し
て
、
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
日
以
後
三
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
、

そ
の
後
に
お
け
る
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
一
日
に
つ
き
俸
給
日
額
の
百
分
の
八
十
に
相
当
す
る
金
額
を
支
給
す

る。
組
合
員
で
被
扶
養
者
の
な
い
も
の
が
病
院
又
は
診
療
所
に
収
容
さ
れ
て
い
る
場
合
に
支
給
す
べ
き
傷
病
手
当
金
の
額
は
、
前

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
俸
給
日
額
の
百
分
の
六
十
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

傷
病
手
当
金
の
支
給
期
間
は
、
同
一
の
傷
病
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

日
以
後
三
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
通
算
し
て
六
月
間
（
結
核
性
の
病
気
に
つ
い
て
は
、
三
年
間
）
と
す
る
。

（
施
行
期
日
）

こ
の
法
律
は
、
昭
和
三
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
（
た
だ
し
書
、
略
）

（
傷
病
手
当
金
）（

一
・
ニ

第
六
十
六
条
組
合
員
が
公
屠
；

□

|

2

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
開
定

ー紛
1

ー
、
加
気
に
か
か
り
、

又
は
負
胃
ー

い
宣
口
/
]
い
□

こ
続
き
勤
務
に
服
す
る
こ

ぷ
＼3
)
 
7
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C)休暇・ 休職制度

第
一
条

こ
の
法
律
は
、

（
施
行
期
日
）

附

則

4

以
下
、
略

傷
病
手
当
金
の
支
給
期
間
は
、
同
一
の
傷
病
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

日
以
後
三
日
を
経
過
し
た
日
（
同
日
に
お
い
て
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
傷
病
手
当
金
の
全
部
を
支
給
し
な
い
と
き
は
、
そ

の
支
給
を
始
め
た
日
）

3
 
第
六
十
六
条

口

4

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
改
正
（
昭
和
五
二
年
―
二
月
一
六
日
法
律
第
八
六
号
）

第
一
条

J
 

｝
 

ー＇ 

~i 

＇ ?t 
r
 

（
一
・
ニ
項
、
改
正
な
し
）

Jj

日
か
ら
施
行
す
る
。

か
ら
通
算
し
て
一
年
六
月
間
（
結
核
性
の
病
気
に
つ
い
て
は
、
三
年
間
）
と
す
る
。

）
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
（
た
だ
し
書
、
略
）

（
施
行
期
日
）

附

則

4

以
下
、
略

の
支
給
を
始
め
た
日
）

忍

，

J

＇

，

 

,
9

ツ
ー
碑
~
ー
＼

,
’
,
1
£
、

冬

f

t

1

1

ロ

／

ふ

＼

119人
1
9
,
1
；

四

／

）

ー

（
結
核
性
の
病
気
に
つ
い
[
口
[

3

傷
病
手
当
金
の
支
竺
□
口
〗
~
〗
、
口
□
り
加
に
つ
い
て
は
、

11月
ィ
い
ピ
Y[9
る。

¥

”

 

汐

日
以
後
三
日
を
経
過
ー
ぐ
/
]
1
1
□
1
1
9
§い
い
巫
ふ
第
六
十
九
条
の
規
定
に
?
:
／□
い
丁
〕
／
…
r
l
:
~
心
を
支
給
し
な
い
と
き
は

r

第
一
項
[

i□

八
八
、
）
／
闘
欠
IJ

知，ぃ
[9
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
口
／
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3
 
2

削
除
（
三
項
を

第
六
十
六
条

（
一
項
、

口

6
第
一
条 附

則

3

以
下
、
略

2
 （

傷
病
手
当
金
）

）
の
法
律
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

0
年
―
二
月
二
七

で
き
な
い
場
合
に
は
、
傷
病
手
当
金
と
し
て
、
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
日
以
後
三
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
、

そ
の
後
に
お
け
る
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
一
日
に
つ
き
標
準
報
酬
の
日
額
の
百
分
の
六
十
五
に
相
当
す
る
金
額

組
合
員
で
被
扶
養
者
の
な
い
も
の
が
病
院
又
は
診
療
所
に
収
容
さ
れ
て
い
る
場
合
に
支
給
す
べ
き
傷
病
手
当
金
の
額
は
、
前

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
標
準
報
酬
の
日
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

（
施
行
期
日
）

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
改
正
（
平
成
六
年
六
月
二
九
日
法
律
第
五
六
号
）

（
傷
病
手
当
金
）

以
下
、
略
（
一
項

1,

を
支
給
す
る
。

第
六
十
六
条
組
合
員
が
公
屠
；

□

|

5

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
改
正

ー紛
1

ー
、
加
気
に
か
か
り
、

又
は
負
胃
ー

い
宣
口
/
]
い
□

こ
続
き
勤
務
に
服
す
る
こ

ぷ
＼3
)
 
7
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C)休暇・ 休職制度

（
施
行
期
日
）

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
改
正
（
平
成
一
八
年
六
月
ニ
―
日
法
律
第
八
三
号
）

（
傷
病
手
当
金
）組

合
員
（
…
…
任
意
継
続
組
合
員
を
除
く
。
略
）
が
公
務
に
よ
ら
な
い
で
病
気
に
か
か
り
、
又
は
負
傷
し
、
療
養

の
た
め
引
き
続
き
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
傷
病
手
当
金
と
し
て
、
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
日
以
後
三
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
、
そ
の
後
に
お
け
る
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
一
日
に
つ
き
標
準
報
酬
の

以
下
、
略
（
改
正
な
し
）

（
施
行
期
日
）

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

第
二
条
、
：
…

よ

る

注

）

号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
一
条 附

則

2
 

第
六
十
六
条

口

7
第
一
条

こ
の
法
律
は
、

附

則

…
…
の
規
定

日
額
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
金
額
（
略
）
を
支
給
す
る
。

1
1
/
ら
施
行
す
る
。
（
た
だ

11 

f ＇ ヽ

の
改
正
は
、
附
則
五
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(
l
)

公
務
員
気
質
に
つ
い
て
は
、
小
罵
『
労
働
法
の
「
常
識
」
は
現
場
の
「
非
常
識
」
程
良
い
規
訓
を
求
め
て
」

六
年
）
一
九
一
頁
を
参
照
。

(
2
)

職
員
（
一
般
職
の
国
家
公
務
員
）
の
休
暇
に
は
、
年
次
休
暇
、
病
気
休
暇
、
特
別
休
暇
お
よ
び
介
護
休
暇
の
四
種
類
が
あ
る
（
勤
務
時
間
法

一
六
条
）
が
、
介
護
休
暇
に
つ
い
て
の
み
、
給
与
を
減
額
す
る
（
無
給
と
す
る
）
こ
と
が
法
定
さ
れ
て
い
る
（
同
法
二

0
条
三
項
）
。
詳
し
く
は
、

小
鴬
・
前
掲
書
（
注
1
)

一
九
五
一
九
六
頁
を
参
照
。

(
3
)

芦
屋
郵
便
局
事
件
1
1

大
阪
高
判
平
成
―
ニ
・
三
・
ニ
ニ
判
タ
一

0
四
五
号
一
四
八
頁
を
参
照
。

(
4
)
森
園
幸
男
•
吉
田
耕
三
・
尾
四
椎
博
編
『
逐
条
国
家
公
務
員
法
〈
全
訂
版
〉
』
（
学
陽
書
房
、
平
成
二
七
年
）
六
五
二
頁
を
参
照
。

(
5
)

具
体
的
に
は
、
業
務
上
の
傷
病
に
よ
る
療
養
の
た
め
の
休
業
期
間
中
の
解
雇
を
禁
止
し
た
労
働
基
準
法
一
九
条
が
、
国
家
公
務
員
（
一
般
職

の
職
員
）
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
地
方
公
務
員
と
は
事
情
が
異
な
る
。
詳
し
く
は
、
小
罵
典
明
・
豊
本
治
「
地
方
公
務
員
へ

の
労
働
基
準
法
の
適
用
」
『
阪
大
法
学
」
六
三
巻
三
•
四
号
七
頁
以
下
、
一
九
ー
ニ
三
頁
を
参
照
。

(
6
)

武
官
で
い
う
と
、
少
将
以
上
が
勅
任
官
、
少
討
か
ら
大
佐
ま
で
が
奏
任
官
に
当
た
る
。

(
7
)

戦
前
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
小
鴬
『
法
人
職
員
・
公
務
員
の
た
め
の
労
働
法
72
話
』
（
ジ
ア
ー
ス
教
育
新
社
、
平
成
二
七
年
）
一
じ
九
頁
を

参
照
。
た
だ
、
勅
令
に
初
め
て
定
め
が
置
か
れ
た
の
は
、
明
治
二
四
年
の
高
等
官
任
命
及
俸
給
令
（
本
文
ロ
ー

1
)
が
最
初
で
あ
っ
た
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
同
書
の
記
述
を
修
正
し
て
お
き
た
い
。

0
)

し
た
が
っ
て
、
明
治
一

1:II
ふ
＼
ー
い
、
年
倖
は
、
年
四
回
に
分
け
て
f

へ
い
！
バ

う
こ
と
に
な
る
。

正
確
に
は
、
判
任
官
佐
ハ
m

口

:
/
1

た
だ
し
、
官
吏
俸
給
へ

"L”
ド
ロ
／
ii
い

10 

九
二
号
に
よ
る
が
、

〗
故
障
に
係
る
部
分
に
つ
い

i

り
ー
，
手
支
給
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

云
後
記
】
官
吏
の
病
気
休
暖
刑
1
/：
ー
ロ
ロ
ロ
バ
ロ
」
麗
二
’,3

こ
と
は
、
人
事
法
令
研
究
ヘ
/
ハ
直

五
年
の
高
等
官
官
等
佐
り
へ

□

ー
~
ー
＇
§
上
面
改
正
）
が
抄
録
さ
れ
て
い

は
、
人
事
院
が
絹
集
衣
／
｛
~
…
／
八
仁
，
年
の
歩
み
』
（
平
成
一

0
年

を
た
ど
る
た
め
の
手
臼
い
り
"
”
バ

／
陽
書
房
、
各
年
版
）
に
、
明
＇
ャ
ロ

ま
た
、
傷
病
休
職
刷
度
に
つ
い

て
お
り
、
こ
れ
が
そ
の

＼＼ 

（
中
央
経
済
社
、
平
成
二
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C)休暇・ 休職制度

'' ,; 

に
も
長
す
ぎ
る
。
休
職
期
間
、
：

と
さ
れ
て
い
た
。
森
園
幸
リ

,
~
§
必
／
口
、
こ

9
,〔
い
し

[
)
i
l
I

し
が
必
要
と
す
る
、
実
務
家

等
に
よ
り
、
は
や
く
に
そ

版
〉
」
（
学
陽
書
房
、
平
成
一

且

）

給

与

法

の

名

称

変

更

ド

（

注

7
)
ニ
ニ
九
ー
ニ
―
―

JFl
号
法
単
独
の
法
改
正
は
、

で

に

四

六

回

も

行

わ

れ

て

い

し

て

の

改

正

の

み

、

第

0
n
ぃ
い
ニ
ー
ー
い
の
よ
う
な
例
は
珍
し
い
。

(12)

病
気
休
暇
に
お
け
る
結
核
性
疾
患
の
特
例
的
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
森
圏
・
大
村
・
前
掲
書
（
注
10)
四
九
七
頁
を
参
照
。
そ
こ
で
は
、
官

庁
職
員
結
核
対
策
要
網
（
昭
和
一
九
年
一
月
二
七
日
次
官
会
議
決
定
）
に
基
づ
く
賜
暇
休
養
が
、
そ
の
淵
源
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

(13)

原
文
は
、
括
弧
書
き
で
は
な
く
、
小
文
字
の
二
行
表
示
。

(14)

た
だ
、
滝
JIl
事
件
を
は
じ
め
、
休
職
が
こ
う
し
た
包
括
的
事
由
の
も
と
に
濫
用
さ
れ
る
嫌
い
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

(15)

侍
遇
官
吏
は
法
令
上
の
用
語
で
も
あ
っ
た
（
陸
海
軍
所
属
待
遇
官
吏
倖
給
令
（
明
治
四
三
年
三
月
二
八
日
勅
令
第
一
五

0
号
）
ほ
か
）
が
、

法
令
に
定
義
規
定
が
置
か
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

(16)

公
立
学
校
職
員
に
は
含
ま
れ
な
い
小
学
校
教
員
に
つ
い
て
も
、
小
学
校
令
施
行
規
則
（
明
治
三
三
年
八
月
―
―
一
日
文
部
省
令
第
一
四
号
、
大

正
三
年
一

0
月
五
日
文
部
省
令
第
三

0
号
に
よ
る
改
正
後
の
も
の
）
は
、
一
五
三
条
本
文
で
「
休
職
者
ニ
ハ
其
ノ
休
職
中
俸
給
ノ
三
分
ノ
一
ヲ
給

ス
」
と
定
め
て
い
た
。
し
か
し
、
「
市
町
村
、
市
町
村
学
校
組
合
、
町
村
学
校
組
合
又
ハ
其
ノ
区
二
於
テ
特
別
ノ
事
情
ア
ル
場
合
：
・
…
二
対
シ
テ

ハ
之
ヲ
給
セ
サ
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
の
但
書
が
あ
り
、
不
支
給
と
さ
れ
た
例
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。
水
木
梢
著
『
教
員
生
活
不
安
対
策
我
等

の
正
当
防
衛
』
（
高
踏
杜
、
昭
和
五
年
、
匡
立
匡
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
）
五
三
五
六
頁
を
参
照
。

(17)

教
特
法
の
制
定
経
縫
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
が
ネ
ソ
ト
上
で
公
開
し
て
い
る
文
部
省
糧
『
学
制
百
年
史
」
（
帝
匡
地
方
行
政
学
会
、
昭

和
五
六
年
）
第
二
糧
第
一
章
第
五
節
四
「
教
員
の
身
分
，
処
遇
と
団
体
活
動
」
中
の
「
教
育
公
務
員
特
例
法
」
に
関
す
る
項
を
参
照
。

(18)

第
四
回
匡
会
参
議
院
文
部
委
員
会
（
昭
和
二
三
年
―
二
月
―
一
日
）
に
お
け
る
辻
田
力
文
部
省
調
査
局
長
の
答
弁
。
同
委
員
会
の
会
議
録
第

二
号
か
ら
引
用
。
な
お
、
こ
の
答
弁
も
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
療
養
の
た
め
の
休
暇
・
休
職
刷
度
に
は
、
他
者
へ
の
感
染
を
防
止
す
る
と
い
う

意
味
も
あ
る
。
こ
の
点
に
(
J
,

ロ

ヽ

ー

八

学

法

人

と

労

働

法

」

第

16
阿

二

八

四

号

（

平

成

二

八

年

一

「

！

’

八
日
号
）
一

o
I

―頁、

Jl,

1
9
)小
罵
•
前
掲
（
注
1
8
)

20)

た
だ
し
、
公
務
員
の
乃
J
了ゃ

二
房
員
給
与
法
精
義
〈
第
四
次
i
/

66 (1-55) 55 [2016. 5] 



摘

も

あ

る

。

寺

前

隆

・

『

使

用

者

側

弁

護

士

か

ら

み

'

/

ル

』

（

日

本

法

令

、

平

成

ニ

ー

／

：

参

照

。

な

お

、

戦

前

か

ら

戦

[
I

，んーロ

タ
，
イ
ヤ
モ
ン
ド
実
務
知
識
」
（

る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
ダ

f

〗
\

第
一
改
版
（
昭
和
―
二
年
）
ハ
ー
ハ
，
＂
ー
が
パ
ー
＇
第
五
改
版
（
昭
和
二
三
年
）
／
ー

1
1ベ

(21)

社
会
保
険
審
査
会
事
件
11

最
一
小
判
昭
和
四
九
・
五
・
三

0
民
集
二
八
巻
四
号
五
五
一
頁
を
参
照
。
「
療
養
の
た
め
の
就
労
不
能
に
よ
り
報

酬
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
被
保
険
者
に
、
一
定
の
限
度
で
そ
の
生
活
を
保
障
し
て
療
養
に
専
念
し
う
る
状
態
」
を
提
供
す
る
こ
と
に
、
傷
病

手
当
金
の
意
義
は
あ
る
と
す
る
。

(22)

実
際
に
も
、
傷
病
手
当
金
の
支
給
が
開
始
さ
れ
て
間
も
な
い
、
昭
和
二
年
度
か
ら
一

0
年
度
に
お
け
る
支
給
件
数
を
み
る
と
、
支
給
期
間
が

一
五

0
日
を
超
え
た
ケ
ー
ス
(
-
五

0
日
超
一
八

0
日
以
下
）
は
、
い
す
れ
の
年
度
に
お
い
て
も
一
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
保
険
院
社
会

保
険
局
編
纂
『
昭
和
―
一
年
度
・
健
康
保
険
事
業
年
報
」
（
昭
和
一
三
年
五
月
産
行
、
匡
立
匡
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
）

第
―
二
表
「
傷
病
手
当
金
ノ
朗
間
別
件
数
（
政
府
管
掌
）
」
を
参
照
。

ぶ

23)

先
に
み
た
よ
う
に
、
結
核
性
疾
病
に
係
る
傷
病
手
当
金
の
支
給
期
間
を
「
一
年
六
月
」
と
規
定
し
た
改
正
健
康
保
陰
法
施
行
令
七
九
条
ノ
ニ

は
、
改
正
旅
行
令
附
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
「
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
の
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
、
他
方
「
労

働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
旅
行
期
日
を
定
め
る
政
令
」
（
昭
和
二
二
年
八
月
三
一
日
政
令
第
一
七
一
号
）
は
「
昭
和
二
十
二
年
九
月
一
日
か
ら
、

こ
れ
を
施
行
す
る
」
と
定
め
た
。
た
だ
、
健
康
保
険
法
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
で
あ
る
『
健
康
保
険
法
の
解
釈
と
運
用
』
（
法
研
、
平
成
―
一
年
）

―
二
三
一
頁
は
、
そ
の
実
施
時
朗
を
昭
和
二
三
年
か
ら
と
す
る
。

(24)

以
下
、
紙
数
の
都
合
に
よ
り
、
戦
前
の
共
済
組
合
の
動
き
に
は
触
れ
な
い
。
な
お
、
後
に
述
べ
る
匡
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
旧
法
）
の
附

則
九
九
条
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
勅
令
に
は
、
鉄
道
共
済
組
合
令
（
明
治
四

0
年
四
月
一
九
日
勅
令
第
―
二
じ
号
）
ほ
か
‘
―
二
本
の
勅
令
が
含

ま
れ
て
い
た
。

20)

な
お
、
こ
れ
ら
の
改
丁
□

□

／
了

26)

た
だ
、
匡
家
公
務
員
ピ
又
□

□

9
,
1

ロ

直
接
影
響
を
与
え
な
か
っ

21)

詳
し
く
は
、
小
罵
・

“-10八
頁
を
参
照
。

れ
も
「
健
康
保
険
法
等
の
一

「
結
核
性
の
病
気
」
が
そ
れ
□

八

[
＼
あ
っ
た
。

の
支
給
朗
間
延
長
に
対
し

七
テ
ル
就
業
規
則
策
定
マ
ニ

入
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
っ
た
と

ン
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
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